
１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○

○

開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入するこ
と。

（注）

厚　生　労　働　大　臣　　殿

開設者名　　学校法人　東海大学
　　　　　　　　理事長　　松前　義昭

伊 総 第 24 － 32 号

令 和 6 年 10 月 3 日

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ
科

10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

東海大学医学部付属病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第50号）
第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和5年度の業務に関して報告します。

住所

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環器疾
患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

氏名

〒151－8677　東京都渋谷区富ヶ谷二丁目10番２号

学校法人東海大学　理事長　松前　義昭

東海大学医学部付属病院

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科

〒259-1193　神奈川県伊勢原市下糟屋143

電話（  0463　）　　　93　－　1121　　

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、その
診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

標榜していない診療科；東洋医学科（脳神経内科）、遺伝子診療科（産科・婦人科）、細胞移植再生医療科（小児科）

３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○

○ ○

○ ○ ○

（注）

（４）歯科

○

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（注）

（注）

脳神経内科 血液腫瘍内科 移植外科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名として
「歯科」を含まない病院については記入すること。

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科

病理診断科 緩和ケア科

形成外科

リハビリテーション科 腎泌尿器科 救命救急科 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 臨床検査科

腎内分泌代謝内科

１精神科 2小児科 ３整形外科
４脳神経外
科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科
12放射線
科

診療実績

標榜している診療科名に〇印を付けること。

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外科」
「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記載するこ
と（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差し支えないこ
と）。

（単位：床）0 0 0 0 804 804

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養 一般 合計

2消化器外科 ３乳腺外科

外科 無

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

３歯科口腔外科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

514 157 539 168 0

23 11 25.5 36 146

72 6 76.2 13 0

0 0 0 11 0

22 3 24.4 0 0

981 116 1065.1 46 17

0 0 0 0 14

9 1 9.8 1 184

16 1 16.5 79 0

７　専門の医師数

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

平成 31 年 4 月 1 日

（注）

助産師

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

臨床工学士

視能訓練士

義肢装具士

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞれの員
数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

看護師 医療社会事業従事者

麻酔科専門医

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 20

合計

7

11

18

11

19

11

15

257

耳鼻咽喉科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

63

45

7

18

5

7

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員数の
合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　　渡辺　雅彦　　　） 任命年月日

平成28年度IC記載状況確認分科会座長・IC管理責任者
平成29年度IC記載状況確認分科会座長・IC管理責任者
平成29年度高難度新規医療技術評価委員会委員長、未承認新規医薬品等評価委員会委員長
平成29年度東海大学医学部付属病院医療安全に係る事象の病院長報告構成員
平成30年度IC記載状況確認分科会座長・IC管理責任者
平成30年度高難度新規医療技術評価委員会委員長、未承認新規医薬品等評価委員会委員長
平成30年度東海大学医学部付属病院医療安全に係る事象の病院長報告構成員
平成31年(令和元年)度医療安全管理委員会オブザーバー
令和2年度医療安全管理委員会オブザーバー
令和3年度医療安全管理委員会オブザーバー
令和4年度医療安全管理委員会オブザーバー
令和5年度医療安全管理委員会オブザーバー
令和6年度医療安全管理委員会オブザーバー

（注）



９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

人

人

人

10　施設の構造設備

32 床 有

有

㎡ 有

㎡ 床

台

㎡

375.52 ㎡ （主な設備）

261.64 ㎡ （主な設備）

284.68 ㎡ （主な設備）

77.18 ㎡ （主な設備）

11,152.96 ㎡ （主な設備）

1,256.16   ㎡ 室数 室 人

2,099.45   ㎡ 室数 室
冊
程
度

（注）

歯科等以外 歯科等 合計

786.4

2,373.80

1,194.10

211.4

2.3

26.9

482.7

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ以
外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記入す
ること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入すること。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条の二
の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

（注）

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

768.2

2,256.40

18.2

117.4

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
710.74 鉄筋コンクリート

（免振）
人工呼吸装置

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

有

有

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

床面積

鉄筋コンクリート（免振）

鉄骨鉄筋コンクリート造

無菌病室等
台数

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

講義室

82.8

LABOSPECT 008α（日立）、XR-9000（sysmex）

MALDI Biotyper Sirius（Bruker）

床面積

共用する室名

鉄筋コンクリート（免振）

鉄骨鉄筋コンクリート造

1

収容定員

蔵書数

2,638

89,900

病床数 13159.36

プッシュプル換気装置付流台、切出台、自動染色装置、自動包埋装置

解剖台、切り出し台

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。
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11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

無

無

無

有

有

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

（注）

（注）

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

　　当院ホームページに委員名簿、委員の選定理由を掲載
　　議事録は監査委員会終了後に掲載

有

有

千野　修

東海大学医学部付属東
京病院
医療安全対策室長（医
師）

東海大学医学部付属東
京病院の医療安全統括
者であり、医療安全管理
に長けている者。また付
属病院機関の医療安全
に係る責任者の代表者

1

「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

石井　裕 伊勢原市保健福祉部長
行政としての立場及び一
般の立場の代表者

2

利害
関係

委員の要件
該当状況

長谷川　奉延
慶應義塾大学医学部教
授　小児科学教室（医
師）

慶應義塾大学病院医療
安全管理部長、医療安
全管理責任者を経験し、
医療安全管理に長けて
いる者。また、医療安全
や質の向上を目的に医
療安全文化の構築を推
進する者

1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由

安田　聖栄

医療法人社団あんしん会
四谷ﾒﾃﾞｨｶﾙｷｭｰﾌﾞ理事長
（医師）
（元東海大学医学部教
授，前東海大学医学部
付属病院副院長）

東海大学医学部付属病
院の医療安全統括者を
経験し、医療安全管理に
長けている者

1

内嶋　順一
弁護士（神奈川県弁護士
会）

患者さん側の立場に立っ
た弁護をされている者

1

山口　育子
認定NPO法人ささえあい
医療人権ｾﾝﾀｰCOML理
事長

患者と医療者の協働の
実現により医療現場によ
り良いコミュニケーション
を築く活動をされている
者

2

算出
根拠

紹介率 87.9 逆紹介率 64.5

26,679

21,601

2,786

33,508

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

2人

0人

0人

6人

24人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

5

32人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

集束超音波治療器を用いた前立腺がん局所焼灼・凝固療法 前立腺がん（限局性のものに限る。）

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

テネクテプラーゼ静脈内投与療法　脳梗塞（発症から四・五時間以内のものに限る。）

腹腔鏡下センチネルリンパ節生検　早期胃がん

術後のカペシタビン内服投与及びオキサリプラチン静脈内投与の併用療法　小腸腺がん（ステージがⅠ
期、Ⅱ期又はⅢ期であって、肉眼による観察及び病理学的見地から完全に切除されたと判断されるもの
に限る。）

自己軟骨細胞シートによる軟骨再生治療　変形性膝関節症(軟骨欠損を伴うものであって、高位脛骨骨
切り術の適応となるものに限る。)

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 胸腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 59

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における腎部分切除手術（適応：腎癌、腎細胞癌）

医療技術名 腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 2

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における腎盂形成手術（適応：腎盂尿管移行部狭窄症）

医療技術名 腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 91

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における前立腺悪性腫瘍手術

医療技術名 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 20

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における膀胱悪性腫瘍手術

医療技術名 腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 4

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における仙骨膣固定術

医療技術名 腹腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 8

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における良性縦隔腫瘍手術

医療技術名 腹腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除、肺葉切除・１肺葉を超えるもの）（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）取扱患者数 35

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における肺悪性腫瘍手術

医療技術名 腹腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 27

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における食道悪性腫瘍手術

医療技術名 腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 15

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における胃切除術

医療技術名 腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 3

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における噴門側胃切除術

医療技術名 腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 1

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における胃全摘術

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



医療技術名 腹腔鏡下直腸切除・切断術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 33

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における直腸切除・切断術

医療技術名 腹腔鏡下膣式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 45

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における膣式子宮全摘術

医療技術名 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る）（内視鏡手術用支援機器を用いるもの）取扱患者数 16

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における子宮悪性腫瘍手術

医療技術名 腹腔鏡下咽頭悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの） 取扱患者数 16

当該医療技術の概要

da Vinci支援下における咽頭悪性腫瘍手術

医療技術名 経カテーテル的大動脈弁置換術 取扱患者数 177

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数 16

取扱い患者数の合計（人） 552

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

超高齢者、重度基礎疾患、胸部大動脈高度石灰化を有するなど、人工心肺を用いた通常の開胸手術に耐えられない症例
にたいし、人工心肺を用いず鼠径部の動脈を経由し経カテーテル的に行う大動脈弁置換術。



疾　　　患　　　名　 患者数 疾　　　患　　　名　 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 12 56 多発性嚢胞腎 242
2 筋萎縮性側索硬化症 77 57 黄色靱帯骨化症 144
3 脊髄性筋萎縮症 77 58 後縦靱帯骨化症 144
4 原発性側索硬化症 67 59 広範脊柱管狭窄症 15
5 進行性核上性麻痺 20 60 特発性大腿骨頭壊死症 95
6 パーキンソン病 1,021 61 下垂体性ADH分泌異常症 194
7 大脳皮質基底核変性症 6 62 下垂体性TSH分泌亢進症 4
8 ハンチントン病 4 63 下垂体性PRL分泌亢進症 66
9 重症筋無力症 632 64 クッシング病 107
10 多発性硬化症／視神経脊髄炎 692 65 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 164
11 慢性炎症性脱髄性多発神経炎／多巣性運動 ニューロパチー 127 66 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 148
12 封入体筋炎 572 67 下垂体前葉機能低下症 443
13 多系統萎縮症 54 68 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体） 4,525
14 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 234 69 甲状腺ホルモン不応症 7
15 ライソゾーム病 54 70 先天性副腎皮質酵素欠損症 34
16 副腎白質ジストロフィー 59 71 アジソン病 52
17 ミトコンドリア病 70 72 サルコイドーシス 236
18 もやもや病 208 73 特発性間質性肺炎 725
19 HTLV-1関連脊髄症 12 74 肺動脈性肺高血圧症 607
20 特発性基底核石灰化症 3 75 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症 607
21 全身性アミロイドーシス 113 76 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 129
22 ウルリッヒ病 17 77 リンパ脈管筋腫症 17
23 遠位型ミオパチー 17 78 網膜色素変性症 43
24 ベスレムミオパチー 17 79 バッド・キアリ症候群 11
25 シュワルツ・ヤンペル症候群 40 80 特発性門脈圧亢進症 9
26 神経線維腫症 49 81 原発性胆汁性肝硬変 426
27 天疱瘡 45 82 原発性硬化性胆管炎 101
28 膿疱性乾癬（汎発型） 30 83 自己免疫性肝炎 242
29 スティーヴンス・ジョンソン症候群 9 84 クローン病 727
30 高安動脈炎 156 85 潰瘍性大腸炎 1,478
31 巨細胞性動脈炎 49 86 好酸球性消化管疾患 34
32 結節性多発動脈炎 197 87 ルビンシュタイン・テイビ症候群 24
33 顕微鏡的多発血管炎 197 88 CFC症候群 6
34 多発血管炎性肉芽腫症 299 89 チャージ症候群 6
35 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 270 90 非典型溶血性尿毒症症候群 3
36 悪性関節リウマチ 50 91 筋ジストロフィー 51
37 バージャー病 269 92 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 40
38 原発性抗リン脂質抗体症候群 339 93 遺伝性周期性四肢麻痺 11
39 全身性エリテマトーデス 3,778 94 脊髄空洞症 7
40 皮膚筋炎／多発性筋炎 1,387 95 アイザックス症候群 40
41 全身性強皮症 620 96 神経フェリチン症 3
42 混合性結合組織病 981 97 脳表ヘモジデリン沈着症 11
43 シェーグレン症候群 1,850 98 神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性びまん性白質脳症 25
44 成人スチル病 155 99 ペリー症候群 3
45 再発性多発軟骨炎 41 100 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1
46 ベーチェット病 271 101 痙攣重積型（二相性）急性脳症 30
47 特発性拡張型心筋症 97 102 アレキサンダー病 11
48 肥大型心筋症 159 103 先天性核上性球麻痺 67
49 再生不良性貧血 335 104 アイカルディ症候群 6
50 自己免疫性溶血性貧血 165 105 神経細胞移動異常症 6
51 発作性夜間ヘモグロビン尿症 62 106 ドラベ症候群 15
52 特発性血小板減少性紫斑病 509 107 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 413
53 血栓性血小板減少性紫斑病 16 108 ミオクロニー欠神てんかん 15
54 原発性免疫不全症候群 686 109 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 15
55 IgＡ 腎症 297 110 レノックス・ガストー症候群 15

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

疾　　　患　　　名　 患者数 疾　　　患　　　名　 患者数
111 ウエスト症候群 15 166 乳幼児肝巨大血管腫 80
112 大田原症候群 15 167 アラジール症候群 2
113 早期ミオクロニー脳症 15 168 遺伝性膵炎 376
114 ＰＣＤＨ19関連症候群 15 169 ＩｇＧ４関連疾患 476
115 徐波睡眠期持続性棘徐波を示すてんかん性脳症 126 170 黄斑ジストロフィー 43
116 結節性硬化症 23 171 アッシャー症候群 6
117 先天性魚鱗癬 14 172 若年発症型両側性感音難聴 26
118 家族性良性慢性天疱瘡 26 173 遅発性内リンパ水腫 59
119 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 58 174 好酸球性副鼻腔炎 104
120 弾性線維性仮性黄色腫 26 175 カナバン病 11
121 マルファン症候群 8 176 進行性白質脳症 279
122 エーラス・ダンロス症候群 3 177 進行性ミオクローヌてんかん 7
123 メンケス病 8 178 先天異常症候群 6
124 オクシピタル・ホーン症候群 8 179 左肺動脈右肺動脈起始症 4
125 ウィルソン病 8 180 ネイルパテラ症候群（爪・膝蓋骨症候群）/LMX1B関連腎症 24
126 低ホスファターゼ症 147 181 カルニチン回路異常症 59
127 VATER症候群 24 182 三頭酵素欠損症 59
128 クルーゾン症候群 5 183 シトリン欠損症 121
129 ロスムンド・トムソン症候群 26 184 β－ケトチオラーゼ欠損症 59
130 スミス・マギニス症候群 1 185 特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるものに限る） 1,243
131 22q11.2欠失症候群 1 186 前眼部形成異常 1
132 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症 4 187 先天性気管狭窄症 1
133 ファロー四徴症 4 188 特発性多中心性キャッスルマン病 105
134 エプスタイン病 6 189
135 アルポート症候群 6 190
136 急速進行性糸球体腎炎 654 191
137 抗糸球体基底膜腎炎 55 192
138 一次性ネフローゼ症候群 968 193
139 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 2 194
140 紫斑病性腎炎 30 195
141 間質性膀胱炎（ハンナ型） 1 196
142 オスラー病 17 197
143 閉塞性細気管支炎 51 198
144 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 1 199
145 肺胞低換気症候群 11 200
146 α1－アンチトリプシン欠乏症 178 201
147 ウォルフラム症候群 6 202
148 ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロフィーを除く。） 65 203
149 副甲状腺機能低下症 15 204
150 副腎皮質刺激ホルモン不応症 339 205
151 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 147 206
152 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症 148 207
153 グルタル酸血症2型 59 208
154 尿素サイクル異常症 121 209
155 シトステロール血症 4,525 210
156 家族性地中海熱 27 211
157 強直性脊椎炎 52 212
158 巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病変） 3 213
159 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群 24 214
160 後天性赤芽球ろう 50 215
161 ダイアモンド・ブラックファン貧血 46 216
162 ファンコニ貧血 46 217
163 エプスタイン症候群 129 218
164 自己免疫性出血病XIII  4 219
165 非特異性多発性小腸潰瘍症 19 220

疾患数 188 
合計患者数（人） 41,709 



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・医療DX推進体制整備加算

・特定機能病院入院基本料（一般７対１）

・救急医療管理加算

・超急性期脳卒中加算

・診療録管理体制加算２

・医師事務作業補助体制加算１

・急性期看護補助体制加算

・看護職員夜間配置加算

・療養環境加算

・無菌治療室管理加算１

・無菌治療室管理加算２

・緩和ケア診療加算

・排尿自立支援加算

・地域医療体制確保加算

・救命救急入院料３

・小児入院医療管理料２

・小児入院医療管理料４

・短期滞在手術等基本料１

・看護職員処遇改善評価料

・小児緩和ケア診療加算

・精神科リエゾンチーム加算

・総合周産期特定集中治療室管理料１

・総合周産期特定集中治療室管理料２

・新生児治療回復室入院医療管理料

・病棟薬剤業務実施加算１

・病棟薬剤業務実施加算２

・データ提出加算２

・入退院支援加算

・認知症ケア加算

・せん妄ハイリスク患者ケア加算

・救命救急入院料４

・特定集中治療室管理料４

・新生児特定集中治療室重症児対応体制強化管理料

・感染対策向上加算１

・患者サポート体制充実加算

・栄養サポートチーム加算

・医療安全対策加算１

・ハイリスク妊娠管理加算

・バイオ後続品使用体制加算

・ハイリスク分娩管理加算

・呼吸ケアチーム加算

・後発医薬品使用体制加算１

・重症患者初期支援充実加算

・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

（様式第2）



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

高度の医療の提供の実績

・外来栄養食事指導料の注３に規定する基準 ・療養・就労両立支援指導料の注３に規定する相談支援加算

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

・外来栄養食事指導料の注２に規定する基準
・外来腫瘍化学療法診療料の注９に規定するがん薬物療法
体制充実加算

・心臓ペースメーカー指導管理料の注５に掲げる遠隔モニタ
リング加算

・がん治療連携計画策定料

・糖尿病合併症管理料 ・外来排尿自立指導料

・がん患者指導管理料イ ・ハイリスク妊産婦連携指導料２

・がん性疼痛緩和指導管理料 ・ハイリスク妊産婦連携指導料１

・がん患者指導管理料ロ ・肝炎インターフェロン治療計画料

・腎代替療法指導管理料 ・遺伝学的検査の「注２」に規定する施設基準

・生殖補助医療管理料１ ・BRCA１／２遺伝子検査

・一般不妊治療管理料 ・骨髄微小残存病変量測定

・がん患者指導管理料ニ ・医療機器安全管理料１

・がん患者指導管理料ハ ・薬剤管理指導料

・外来緩和ケア管理料 ・医療機器安全管理料２

・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後） ・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料

・移植後患者指導管理料（臓器移植後） ・在宅血液透析指導管理料

・ウイルス疾患指導料 ・連携充実加算

・二次性骨折予防継続管理料１ ・がんゲノムプロファイリング検査

・下肢創傷処置管理料
・抗HLA抗体（スクリーニング検査）及び抗HLA抗体（抗体特
異性同定検査）

・二次性骨折予防継続管理料３ ・先天性代謝異常症検査

・連携充実加算 ・国際標準検査管理加算

・院内トリアージ実施料 ・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出(簡易ジェノタイプ判定)

・外来放射線照射診療料 ・検体検査管理加算Ⅰ

・外来腫瘍化学療法診療料１ ・検体検査管理加算Ⅳ

・糖尿病透析予防指導管理料
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）及び皮下連続式グルコース
測定

・婦人科特定疾患治療管理料 ・遺伝学的検査の「注１」に規定する施設基準

・小児運動器疾患指導管理料
・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しない
持続血糖測定器を用いる場合）

（様式第2）



・遺伝カウンセリング加算 ・小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算

・ヘッドアップティルト試験 ・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）

・胎児心エコー法 ・無菌製剤処理料

・ 時間内歩行試験 及びシャトルウォーキングテスト ・外来化学療法加算１

・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算 ・抗悪性腫瘍剤処方管理加算

・遺伝性腫瘍カウンセリング加算 ・全身ＭＲＩ撮影加算

・小児食物アレルギー負荷検査 ・がん患者リハビリテーション料

・補聴器適合検査
・摂食機能療法の注３に規定する摂食嚥下機能回復体制加
算２

・神経学的検査 ・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ）

・単線維筋電図 ・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）

・脳波検査判断料１ ・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）

・画像診断管理加算２ ・エタノールの局所注入（甲状腺）

・画像診断管理加算１ ・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの）

・前立腺針生検法（MRI撮影及び超音波検査融合画像による
もの）

・救急患者精神科継続支援料

・経頸静脈的肝生検
・通院・在宅精神療法の「注４」に規定する児童思春期精神科
専門管理加算

・内服・点滴誘発試験 ・リンパ浮腫複合的治療料

・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 ・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法

・ポジトロン断層・コンピューター断層（アミロイドPETイメージ
ング剤を用いた場合に限る。）

・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算

・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイドPET
イメージング剤を用いた場合を除く）

・導入期加算３及び腎代替療法実績加算

・ポジトロン断層撮影（アミロイドPETイメージング剤を用いた
場合を除く）

・人工腎臓

・遠隔画像診断 ・エタノールの局所注入（副甲状腺）

・乳房ＭＲＩ撮影加算
・四肢・躯幹軟部悪性腫瘍手術及び骨悪性腫瘍手術の注に
掲げる処理骨再建加算

・心臓ＭＲＩ撮影加算
・組織拡張器による再建手術（乳房（再建手術）の場合に限
る）

・血流予備量比コンピューター断層撮影 ・皮膚移植術（死体）

・外傷全身ＣＴ加算 ・皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算

・冠動脈ＣＴ撮影加算 ・ストーマ合併症加算

・骨悪性腫瘍、類骨骨腫瘍及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼灼
療法

・内視鏡下甲状腺悪性腫瘍手術

・骨移植術（軟骨移植術を含む）（同種骨移植（非生体）（同種
骨移植（特殊なものに限る））

・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

・人工股関節置換術（手術支援装置を用いるもの）
・乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（ＭＲＩによるも
の）



・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）
・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴わ
ないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うもの））

・椎間板内酵素注入療法
・乳癌センチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリンパ
節生検（併用）

・腫瘍脊椎骨全摘術
・乳癌センチネルリンパ節生検加算２及びセンチネルリンパ
節生検（単独）

・緊急穿頭血腫除去術 ・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る）
・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡下手術用支援機器を
用いる場合）

・脳刺激装置植込術及び脳刺激装置交換術
・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの）
・胸腔鏡下肺切除（区域切除及び肺葉切除又は１肺葉を超え
るもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜､心膜合併
切除を伴うもの）に限る）

・角膜移植術（内皮移植加算）
・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡支援機器を
用いる場合）

・羊膜移植術
・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるも
ので内視鏡支援機器を用いる場合）

・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

・緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法））及び水
晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃、十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内
視鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、尿管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術
（内視鏡によるもの）、腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

・緑内障手術（濾過胞再建術(needle法)）
・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・網膜再建術 ・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込
術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換
術

・胸腔鏡下弁形成術

・人工中耳植込術
・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮的
大動脈弁置換術）

・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経鼻
内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴うも
のに限る）

・胸腔鏡下弁置換術

・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。） ・経皮的僧帽弁クリップ術

・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含む。）
（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）及び鏡視下喉頭悪
性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・不整脈手術　左心耳閉鎖術（経カテーテル的手術によるも
の）

・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術 ・経皮的中隔心筋焼灼術

・上顎骨形成術（骨移動を伴う場合に限る）、下顎骨形成術
（骨移動を伴う場合に限る）

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

・内視鏡下甲状腺部分切除、腺腫摘出術、内視鏡下バセドウ
甲状腺全摘（亜全摘）術、（両葉）、内視鏡下副甲状腺（上皮
小体）腺腫過形成手術

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

・両心室ペースメーカ－移植術（経静脈電極の場合）及び両
心室ペースメーカー交換術（経静脈電極の場合）

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

・両心室ペースメーカ－移植術（心筋電極の場合）及び両心
室ペースメーカー交換術（心筋電極の場合）

・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術



・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）､植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

・腹腔鏡下膵頭部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・植込型除細動器移植術（心筋リードを用いるもの）及び植込
型除細動器交換術（心筋リードを用いるもの）

・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈電
極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交
換術（経静脈電極の場合）

・内視鏡的小腸ポリープ切除術

・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（心筋電極
の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器交換
術（心筋電極の場合）

・腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及び
切断術に限る）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡBP法）
・腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）及び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視
鏡手術用支援機器を用いるもの）

・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの） ・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

・補助人工心臓
・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支
援機器を用いるもの）

・経皮的下肢動脈形成術
・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方） ・同種死体腎移植術

・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈） ・生体腎移植術

・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

・腹腔鏡下胃切除術（単純切除（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いるもの）

・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除（内視鏡手術用支援機
器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（内視鏡手
術用支援機器を用いるもの）

・精巣温存手術

・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（内視鏡手術用支援機
器を用いるもの）

・焦点式高エネルギー超音波療法

・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 ・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）
・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る）

・腹腔鏡下仙骨膣固定術（内視鏡手術用支援機器を用いた
場合）

・体外衝撃波胆石破砕術 ・腹腔鏡下仙骨膣固定術

・腹腔鏡下肝切除術
・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場合） ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る）

・体外衝撃波膵石破砕術 ・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る）

・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術
・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに対して内視鏡
手術用支援機器を用いる場合）

・腹腔鏡下膵中央切除術 ・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術
・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１９に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する乳房切除術に限
る。）

・医科点数表第２章第１０部手術の通則の１９に掲げる手術
（遺伝性乳癌卵巣癌症候群患者に対する子宮附属器腫瘍摘
出術）

・歯科診療特別対応連携加算

・体外式膜型人工肺管理料 ・地域歯科診療支援病院入院加算



・輸血管理料Ⅰ ・医療機器安全管理料（歯科）

・輸血適正使用加算 ・歯科治療時医療管理料

・貯血式自己血輸血管理体制加算 ・精密触覚機能検査

・コーディネート体制充実加算 ・歯科口腔リハビリテーション料２

・同種クリオプレシピテート作製術 ・口腔病理診断管理加算2

・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 ・クラウン・ブリッジ維持管理料

・麻酔管理料（Ⅰ） ・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー

・麻酔管理料（Ⅱ） ・歯科技工加算１及び２

・放射線治療専任加算 ・歯科矯正診断料

・外来放射線治療加算 ・歯周組織再生誘導手術

・高エネルギー放射線治療 ・顎関節人工関節全置換術（歯科）

・一回線量増加加算（全乳房照射・前立腺照射） ・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ） ・明細書発行について「正当な理由」に該当する旨の届出

・画像誘導放射線治療加算（ＩＧＲＴ） ・入院時食事療養（Ⅰ）

・体外照射呼吸性移動対策加算 ・酸素の購入単価

・定位放射線治療 ・歯科技工士連携加算１及び光学印象歯科技工士連携加算

・歯科外来診療医療安全対策加算２

・歯科外来診療感染対策加算３

・歯科外来診療感染対策加算４

・定位放射線治療呼吸性移動対策加算（その他）
・外来・在宅ベースアップ評価料、歯科外来・在宅ベースアッ
プ評価料、入院ベースアップ評価料４６

・画像誘導密封小線源治療加算 ・慢性腎臓病透析予防指導管理料

・病理診断管理加算２ ・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法（歯科）

・悪性腫瘍病理組織標本加算

・地域歯科診療支援病院歯科初診料



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

　・

　・ 　・

　・ 　・

　・

　・ 　・

　・

　・ 　・

高度の医療の提供の実績

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　・ 　・

（様式第2）



8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 33

剖検率（％） 3.8

(注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催し
た症例検討会の開催頻度

CPC 6回/年
循環器内科・消化器内科・血液腫瘍内科・消化器外科・呼吸
器外科・婦人科・泌尿器科・救命救急科・口腔外科 ： 1回/月

乳腺外科 ： 1回/週

剖　検　の　状　況



1  研究費補助等の実績
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高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研 究 者 氏 名 所  属  部  門 補助元又は委託元

細胞活性化時の生理機能変化を担う「分子
レバレッジ機構」の解明 後藤　信哉 循環器内科学 1,600,000

独立行政法人日
本学術振興会

多検体日本人口腔癌のエクソーム解析に基
づく移植マウスモデルを用いた発がん機構
解析

太田　嘉英 口腔外科学 1,800,000
独立行政法人日
本学術振興会

椎間板細胞のリプログラミング手法の確立と
再生医療への橋渡しへ向けた基盤技術開
発

酒井　大輔 整形外科学 3,300,000
独立行政法人日
本学術振興会

既成概念を打破する血清網羅的糖ペプチド
解析による卵巣癌早期診断の社会実装 三上　幹男 産婦人科学 3,300,000

独立行政法人日
本学術振興会

長期開存ステントを実現する薬剤溶出・生分
解性ポリマー／炭素薄膜のハイブリッド技術 長谷部光泉 画像診断学 1,900,000

独立行政法人日
本学術振興会

Tc同位体を用いた医療用Tc製剤開発と医
療用ガンマ線カメラの臨床応用へ向けた開
発

株木　重人 放射線治療科学 6,600,000
独立行政法人日
本学術振興会

多施設研究によって耳下腺唾液腺導管癌の
予後因子と治療標的を明らかにする 大上　研二

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学

500,000
独立行政法人日
本学術振興会

マイクロファイバー細胞分離を用いた消化管
アレルギーとその関連疾患の病態解明 山田　佳之 小児科学 1,000,000

独立行政法人日
本学術振興会

AIを用いた大腸がんリスク評価法の確立－
次世代型検診の開発にむけて 井上　　詠 健康管理学 800,000

独立行政法人日
本学術振興会

ステロイド治療を補う新たな治療薬開発に向
けた放射線肺炎の病態研究 伊藤　洋子 呼吸器内科学 600,000

独立行政法人日
本学術振興会

副甲状腺細胞の脂肪分化による過形成腺
周囲への脂肪蓄積の機序の解析 角田　隆俊 腎内分泌代謝内科学 900,000

独立行政法人日
本学術振興会

抗MDA5抗体陽性皮膚筋炎/急速進行性間
質性肺炎の病態解明および新規治療法の
開発

佐藤　慎二 リウマチ内科学 1,300,000
独立行政法人日
本学術振興会

遷延性気胸に対する組織再生治療：新規イ
ンジェクタブル ゲルによる胸膜コーティング 中川　知己 呼吸器外科学 1,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

モルヒネ誘発性疼痛におけるNMDA受容体
活性調節因子Dセリンの作用 松田　光正 麻酔科学 800,000

独立行政法人日
本学術振興会

新しい内因性ペプチド、シアロルフィンの疼
痛制御における役割 姜　　卓義 麻酔科学 500,000

独立行政法人日
本学術振興会

神経障害性疼痛に伴う脊髄後角ニューロン
変調におけるD体セリンの作用 伊藤　健二 麻酔科学 800,000

独立行政法人日
本学術振興会

皮膚揮発性物質分析による農薬中毒の診
断法の実用化 梅澤　和夫 救命救急医学 1,200,000

独立行政法人日
本学術振興会

脊髄損傷後の二次障害を軽減するGLP-1受
容体作動薬の治療効果メカニズム 加藤　裕幸 整形外科学 1,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

人工知能援用による癌局在抽出・追従技術
を活用した前立腺がん標的局所療法の確立 小路　　直 腎泌尿器科学 300,000

独立行政法人日
本学術振興会

リポクオリティに着目したフェロトーシス誘導
による腎細胞癌に対する新規治療法の確立 長谷川政徳 腎泌尿器科学 1,000,000

独立行政法人日
本学術振興会

我々が同定した卵巣明細胞癌早期発見に
有用な血清糖蛋白マーカーの測定キット開
発

池田　仁惠 産婦人科学 1,100,000
独立行政法人日
本学術振興会

KCNQ4関連遺伝性難聴の病態における細
胞死の寄与を示す動物モデルと治療薬剤開
発

和佐野浩一郎
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学

900,000
独立行政法人日
本学術振興会

慢性創傷とNETs発現の関連の解明とNETｓ
をターゲットにした新規治療の開発 今川孝太郎 形成外科学 1,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

（様式第3）
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慢性創傷とNETs発現の関連の解明とNETｓ
をターゲットにした新規治療の開発 今川孝太郎 形成外科学 1,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

神経・筋疾患における筋シナジーに注目した
運動制御法の解明 西田　大輔

リハビリテーション科
学

700,000
独立行政法人日
本学術振興会

次世代型神経筋電気刺激法による理学療
法の代替効果の検証 青木　弘道 救命救急医学 600,000

独立行政法人日
本学術振興会

骨格筋による脳への影響の解明：うつ病と
認知症への効果から脳筋相関の解明を目
指して

赤間　史明 精神科学 400,000
独立行政法人日
本学術振興会

マウス・ヒト消化器癌患者骨格筋量に対する
シンバイオティクスの影響 茅野　　新 消化器外科学 1,600,000

独立行政法人日
本学術振興会

乳癌微小環境におけるアンドロゲン受容体
シグナルによる免疫応答制御機構の解明 花村　　徹 乳腺・腫瘍科学 900,000

独立行政法人日
本学術振興会

脳腸相関におけるイノシトール・ポリリン酸の
役割 永田栄一郎 脳神経内科学 800,000

独立行政法人日
本学術振興会

生薬オウギによる腎機能改善の分子メカニ
ズムの解明と臨床応用 野上　達也 漢方医学 1,200,000

独立行政法人日
本学術振興会

再生アソシエイト細胞静注による認知症治
療法の開発 今関　良子 脳神経内科学 1,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

産後うつ病と栄養に関する観察研究および
周産期メンタルサポートチームによる介入研
究

山本　賢司 精神科学 1,000,000
独立行政法人日
本学術振興会

腸内細菌叢への介入による神経発達症関
連行動の治療効果 三上　克央 精神科学 900,000

独立行政法人日
本学術振興会

上部消化管造影検査の自動診断ソフトウェ
アの開発 橋本　　順 画像診断学 900,000

独立行政法人日
本学術振興会

クローン病の腸管内病原性共生菌に特異的
なIgAを用いた新しい診断と治療技術の開発 今井　　仁 健康管理学 1,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

ヒト型胆汁酸マウスを用いた進行性家族性
肝内胆汁うっ滞症モデル動物の作製 加川　建弘 消化器内科学 1,300,000

独立行政法人日
本学術振興会

短期抗血小板剤2剤併用療法後の冠動脈留
置ステントについての病理学的検討 吉川万里江 循環器内科学 600,000

独立行政法人日
本学術振興会

真菌のアジュバント効果による喘息重症化
の可能性解析 白石　良樹 呼吸器内科学 1,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

近位尿細管Klothoによるリン・ビタミンD代謝
の調節機構の解明 深川　雅史 腎内分泌代謝内科学 800,000

独立行政法人日
本学術振興会

骨格筋由来多能性幹細胞による小児消化
管運動不全の機能再生治療の開発 渡辺　稔彦 小児外科学 800,000

独立行政法人日
本学術振興会

ダイノルフィンとD-セリンの脊髄疼痛伝達に
おける相互作用に関する研究 渡邊真理子 麻酔科学 800,000

独立行政法人日
本学術振興会

敗血症に対するデクスメデトミジンの臓器保
護効果の検証 鈴木　武志 麻酔科学 700,000

独立行政法人日
本学術振興会

PD-1/PD-L1シグナル調節による霊長類胎
盤の浸潤性獲得機序の解明 岡宮　稜子 産婦人科学 1,000,000

独立行政法人日
本学術振興会

Matricellular蛋白SPARCによる細胞性栄養
膜細胞の分化制御 三塚加奈子 産婦人科学 1,000,000

独立行政法人日
本学術振興会

フレイル予防を目的としたバランス障害のバ
イオマーカーの探索と新規治療開発 五島　史行

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学

1,300,000
独立行政法人日
本学術振興会

Ambra1機能阻害による網膜前駆細胞の増
殖と新たな網膜再生医療 鈴木　崇弘 眼科学 1,000,000

独立行政法人日
本学術振興会

表情運動を可能にする機能性エピテーゼの
研究開発 赤松　　正 形成外科学 2,200,000

独立行政法人日
本学術振興会
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包括的外傷長期予後データベースを用いた
テーラーメイド型社会復帰支援システムの確
立

土谷　飛鳥 救命救急医学 1,200,000
独立行政法人日
本学術振興会

不顕性誤嚥に対するベッドサイドでの診断法
と視覚バイオフィードバック訓練法の開発 小山　祐司

リハビリテーション科
学

1,100,000
独立行政法人日
本学術振興会

下肢閉塞性動脈硬化症治療のためのニッケ
ルチタン合金製ステントの機械的特性の最
適化

亀井　俊佑 画像診断学 900,000
独立行政法人日
本学術振興会

リンパ系デュアルイメージング造影剤の開発 橋田　和靖 画像診断学 1,100,000
独立行政法人日
本学術振興会

NAFLD患者における果糖摂取、腸管透過
性、絨毛長に関する検討 松嶋　成志 消化器内科学 1,000,000

独立行政法人日
本学術振興会

蛇行末梢血管へのアプローチを可能にする
新規細径ステントグラフトの開発 小川　普久 画像診断学 1,800,000

独立行政法人日
本学術振興会

多発性肝嚢胞の遺伝子解析およびiPS細胞
を用いた治療薬開発基盤の作成 鶴谷　康太 消化器内科学 1,800,000

独立行政法人日
本学術振興会

CLEC-2とGPVIを標的とした新規抗血小板
薬の開発とその適応症の探索 渡邊　伸央 救命救急医学 1,400,000

独立行政法人日
本学術振興会

DNAメチル化年齢解析による血液細胞の加
齢メカニズムの解明と全身の老化予防の開
発

鬼塚　真仁 血液・腫瘍内科学 2,000,000
独立行政法人日
本学術振興会

ZAG蛋白の免疫細胞に対する作用メカニズ
ムの解明 新倉　直樹 乳腺・腫瘍科学 1,300,000

独立行政法人日
本学術振興会

胃癌術式別の術後体重・骨格筋量減少に及
ぼすプロバイオティクスの影響 野村　栄治 消化器外科学 1,200,000

独立行政法人日
本学術振興会

触診が可能なヒューマノイドハンドを用いた
完全腹腔鏡下ロボット支援手術の提案 向井　正哉 消化器外科学 800,000

独立行政法人日
本学術振興会

患者由来オルガノイドを用いた転移性大腸
癌に対する近赤外光線免疫療法の確立 山本聖一郎 消化器外科学 2,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

酸素含有ウルトラファインバブルによる一酸
化炭素中毒解毒剤作成の検討 守田　誠司 救命救急医学 1,200,000

独立行政法人日
本学術振興会

軟骨組織に発現するESM1の機能解析 豊田恵利子 整形外科学 1,800,000
独立行政法人日
本学術振興会

進行卵巣明細胞癌におけるHIF-1阻害薬の
開発を通じた休眠療法の可能性 平澤　　猛 産婦人科学 900,000

独立行政法人日
本学術振興会

Driver Oncogene変異と子宮頸がんの標的
療法の開発 町田　弘子 産婦人科学 600,000

独立行政法人日
本学術振興会

口腔癌の新規抗体薬の開発　～NOTCH1阻
害薬は扁平上皮癌と腺様嚢胞癌の治療を
変える～

佐々木剛史 口腔外科学 1,400,000
独立行政法人日
本学術振興会

口腔癌患者由来のミニ癌（癌オルガノイド）を
利用した個別化医療モデルの開発 山﨑　浩史 口腔外科学 1,800,000

独立行政法人日
本学術振興会

薬毒物中毒の初期診療を習得するための独
自のシミュレーション教育プログラムの開発 山本　理絵 救命救急医学 600,000

独立行政法人日
本学術振興会

病院前輸血療法における全国悉皆的疫学
調査と最適病院前輸血療法戦略の構築 三浦　直也 救命救急医学 1,400,000

独立行政法人日
本学術振興会

液体クロマトグラフ質量分析計による異性体
及び類似化合物の網羅的分離分析法の確
立

斉藤　　剛 救命救急医学 1,500,000
独立行政法人日
本学術振興会

筋肉と脳機能のクロスオーバー：骨格筋によ
る認知症やうつ病の治療の確立 西川　圭太 精神科学 1,600,000

独立行政法人日
本学術振興会

脳梗塞に対する水素吸入療法の病巣到達
経路解明及びヒト投与量シミュレーション解
析

後藤　信一 総合内科学 742,596
独立行政法人日
本学術振興会
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ダラツムマブ耐性多発性骨髄腫細胞のトラ
ンスクリプトーム解析と治療標的の同定 扇屋　大輔 血液・腫瘍内科学 200,000

独立行政法人日
本学術振興会

悪性リンパ腫の遺伝子変異を標的とした新
規治療法の開発 川井　英嗣 血液・腫瘍内科学 800,000

独立行政法人日
本学術振興会

数値シミュレーションを用いた鼻副鼻腔通気
に関する新規検査法の開拓 金田　将治

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学

400,000
独立行政法人日
本学術振興会

Anacetrapibを用いた脳虚血再灌流障害に
対する脳保護作用の検討 水間　敦士 脳神経内科学 600,000

独立行政法人日
本学術振興会

神経調節制失神の発症ならびに予後規定
因子の解明について 綾部　健吾 循環器内科学 1,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

脳心連関から検討するたこつぼ型心筋症の
病態解明 村上　　力 循環器内科学 1,200,000

独立行政法人日
本学術振興会

CBDとHPV関連頭頸部癌 その増殖メカニズ
ムの解明 戎本　浩史

耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学

700,000
独立行政法人日
本学術振興会

切除不能膵癌における化学療法効果予測
因子となりうるmicroRNAの探索 森町　将司 消化器内科学 1,000,000

独立行政法人日
本学術振興会

酸化DAGを起点とした間質性肺炎の分子機
構解明と新たな病勢推定マーカーの開発応
用

松﨑　智彦 呼吸器外科学 700,000
独立行政法人日
本学術振興会

重複癌既往患者における次世代シーケン
サーを用いた肺扁平上皮癌の診断 有賀　直広 呼吸器外科学 200,000

独立行政法人日
本学術振興会

頭蓋内温熱治療を目的としたシミュレーショ
ンに必要な脳・腫瘍組織の光熱物性値の測
定

佐野　史弥 脳神経外科学 1,300,000
独立行政法人日
本学術振興会

外傷性上肢切断で標的化筋肉再神経分布
を利用した多自由度筋電義手の操作能力の
向上

吉田　進二 整形外科学 600,000
独立行政法人日
本学術振興会

ラット肩腱板断裂モデルにおける骨格筋由
来幹細胞移植による腱板再生効果 今井　　洸 整形外科学 1,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

エクソソーム中の糖蛋白質をターゲットとし
た初期卵巣癌マーカー診断システムの開発 林　　　優 産婦人科学 1,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

頭頸部癌におけるスプライシング関連遺伝
子CPSF1遺伝子異常による発癌機構の解
明

酒井　昭博
耳鼻咽喉科・頭頸部
外科学

1,300,000
独立行政法人日
本学術振興会

リキッドバイオプシーは口腔癌の新たなツー
ルとなる～PDXモデルによる解析で実証～ 内堀　雅博 口腔外科学 1,200,000

独立行政法人日
本学術振興会

心筋リモデリングに対するQQ細胞の効果 松田　晋一 小児科学 700,000
独立行政法人日
本学術振興会

RANK/RANKLシグナルが原発性胆汁性胆
管炎の発症、進展に果たす役割の解明 荒瀬　吉孝 消化器内科学 2,000,000

独立行政法人日
本学術振興会

肺胞微小環境における細胞間相互作用にコ
ルチコステロイドが与える影響 滝口　寛人 呼吸器内科学 1,000,000

独立行政法人日
本学術振興会

腎移植患者に対する新規SARS-CoV-2予防
ワクチン接種法の提案と検証 富田　祐介 移植外科学 1,100,000

独立行政法人日
本学術振興会

細胞生着を促進する組織再現人工真皮によ
る皮膚再生医療技術の開発 花井　　潮 形成外科学 1,300,000

独立行政法人日
本学術振興会

VR空間共有による手術学習ツールの検討 増岡　義人 消化器外科学 600,000
独立行政法人日
本学術振興会

HIFU施術における人体への侵襲性の評価
研究 河野　太郎 形成外科学 3,000,000 厚生労働省
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好酸球性消化管疾患､診療ガイドラインの改
訂と、国際的な疾患サブグループ名の整備
に関する研究

山田　佳之 小児科学 770,000
国立保健医療科
学院

変形性膝関節症に対する自己細胞シート移
植による先進医療の完遂 佐藤　正人 整形外科学 34,000,000

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

革新的遺伝子量補正法による性特異的X連
鎖難治疾患iPS細胞を用いた脳神経病態モ
デリングに関する研究開発

福田　篤 分子生命科学 19,000,000
国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

真菌関連アレルギー性気道疾患における真
菌生態・宿主応答機序の解明と発症・増悪・
重症化予防法の開発

浅野　浩一郎 呼吸器内科学 19,000,000
国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

Borderline Resectable膵癌の標準的治療確
立を目指した研究開発 髙橋　進一郎 消化器外科学 7,065,600

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

変形性膝関節症に対する多血小板血漿
（PRP）関節内注射の有効性検証医師主導
治験

佐藤　正人 整形外科学 45,327,404
国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

ピロリ菌関連胃発がんを制御する食習慣と
胃内環境の特定に向けた国際臨床研究 鈴木　秀和 消化器内科学 14,954,616

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

コラーゲン産生細胞の脱活性化誘導と独創
的in silico創薬法に基づく肝線維症の革新
的治療法の開発

稲垣　豊 先端医療科学 23,000,000
国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

膝窩動脈以下（below-the-knee：BTK）の細
径動脈硬化性病変に対する長期開存ステン
トシステムの実用化研究

長谷部　光泉 画像診断学 88,546,155
国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

卵巣癌早期発見のためのAI血液診断モデ
ルの開発－癌関連糖蛋白と網羅的血清糖
ペプチドピークデータを用いて－

三上　幹男 産婦人科学 10,000,000
国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

劇症型NK白血病に対する新規治療標的シ
ステイン-GGT系・トランスフェリン(Tf)-Tf受
容体系の作用機序解明

幸谷　愛 先端医療科学 10,000,000
国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

コラーゲン産生細胞の脱活性化を介した肝
線維症治療薬の検証 稲垣　豊 先端医療科学 6,818,182

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

心房中隔欠損症を心電図から検出する人工
知能の開発および社会実装 後藤　信一 総合内科学 10,000,000

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

椎間板変性症に対する再生医療の実用化
を目指した同種髄核細胞製品の研究開発 酒井　大輔 整形外科学 69,816,154

国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

ICD-11伝統医学の病態－モジュールＩの活
用と、安全で有効な漢方治療実践のための
基盤整備研究

野上　達也 漢方医学 2,433,900
国立研究開発法
人日本医療研究
開発機構

国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が申 請の前年
度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを記入すること。

「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入すること。

「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は委託元を記
入すること。

生物学と人文科学の融合：人類情報学
（Anthropological Informatics）の構築 松前　ひろみ 分子生命科学 7,724,000

国立研究開発法
人科学技術振興
機構

超音波導入法を活用したin vivoゲノム編集
動物作製法の開発 大塚　正人 分子生命科学 1,217,693

国立研究開発法
人科学技術振興
機構



2　論文発表等の実績

(１) 高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Original Article

3 Original Article

4 Original Article

5 Original Article

6 Original Article

7 Original Article

Kenji Okami
医学部医学科専門診療学系耳鼻咽喉科・頭頸
部外科学

Abscopal effect in maxillary sinus
cancer: Insights from two case
reports and a literature review

Cancer Rep (Hoboken) .･20240201

Hirotaka Komaba 医学部医学科内科学系腎内分泌代謝内科学
Active vitamin D use and fractures
in hemodialysis patients: Results
from the international DOPPS.

Journal of bone and mineral research : the
official journal of the American Society for
Bone and Mineral Research･20230917

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

Tomomichi Shimizu 医学部医学科専門診療学系皮膚科学
A rare case of deep cutaneous
fungal infection caused by a
Didymellaceae species

The Journal of Dermatology･2023

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学
Analysis of risk factors for fatal
renal complications after allogeneic
hematopoietic cell transplantation

Bone Marrow Transplantation･202403

Yohei Ohno 医学部医学科内科学系循環器内科学

Appropriate Use Criteria for the
Management of Aortic Stenosis:
Insight From the Japanese Expert
Panel.

Journal of the American College of
Cardiology: Asia･202304

Hirotaka Komaba 医学部医学科内科学系腎内分泌代謝内科学

Alkaline phosphatase and
parathyroid hormone levels:
International variation and
associations with clinical outcomes
in the DOPPS

Kidney Int Rep･202401

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Allogeneic hematopoietic cell
transplantation for patients with
acute myeloid leukemia not in
remission

Leukemia?･202403

（様式第3）



8 Original Article

9 Original Article

10 Original Article

11 Original Article

12 Original Article

13 Original Article

14 Original Article

15 Original Article

16 Original Article

Tatehiro Kagawa 医学部医学科内科学系消化器内科学

Association Between Immune-
Related Adverse Events and
Survival in Patients with
Hepatocellular Carcinoma Treated
With Atezolizumab Plus
Bevacizumab.

Oncologist･202307

Hiroshi Kawada 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Association of CDKN2A/2B deletion
with relapse after hematopoietic
stem cell transplantation for acute
lymphoblastic leukemia

Blood cell therapy･202308

Shinichi Goto 医学部医学科総合診療学系総合内科学

Artificial intelligence-enabled
prediction of chemotherapy-induced
cardiotoxicity from baseline
electrocardiograms

Nature Communications･20240321

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Association between Candidemia
and Noninfectious Interstitial
Pneumonia after Allogeneic
Hematopoietic Cell Transplantation:
JSTCT Transplant Complications
Working Group

Open Forum Infectious Diseases?･202304

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Clinical characteristics of late-
onset interstitial pneumonia after
allogeneic hematopoietic stem cell
transplantation

International Journal of Hematology･202308

Yohei Ohno 医学部医学科内科学系循環器内科学

Clinical outcomes in women and
men with small aortic annuli
undergoing transcatheter aortic
valve implantation: A multicenter,
retrospective, propensity score-
matched comparison.

International Journal of Cardiology･202305

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Association of individual
comorbidities with outcomes in
allogeneic hematopoietic cell
transplantation from unrelated adult
donors versus unrelated cord blood:
A study on behalf of the
Donor/Source and Transplant
Complications Working Groups of
the Japanese Society for
Transplantation and Cellular
Therapy

American Journal of Hematology･202402

Yukihiro Horio 医学部医学科内科学系呼吸器内科学
Chronic Pasteurella Multocida
Bronchitis Diagnosed 3 Years After
Onset of Symptoms

THE TOKAI JOURNAL of EXPERIMENTAL
and CLINICAL MEDICINE･202311

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Comparative Analysis of Allogeneic
Bone Marrow Transplantation
Outcomes Between Japanese and
Non-Japanese Populations

Transplantation Proceedings･202403



17 Original Article

18 Original Article

19 Original Article

20 Original Article

21 Original Article

22 Original Article

23 Original Article

24 Original Article

25 Original Article

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Comparison of fludarabine-based
conditioning regimens in adult cord
blood transplantation for myeloid
malignancy: A retrospective,
registry-based study

American Journal of Hematology･202402

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Comparison of Haploidentical Stem
Cell Transplantation with Post-
Transplantation Cyclophosphamide
versus Umbilical Cord Blood
Transplantation in Adult Patients
with Aplastic Anemia

Transplantation and Cellular Therapy･
202312

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Comparison of Allogeneic
Transplant Outcomes Between
Matched Sibling Donors and
Alternative Donors in Patients Over
50 Years of Age with Acute Myeloid
Leukemia: 8/8 Allele-Matched
Unrelated Donors and Unrelated
Cord Blood Provide Better
Leukemia-Free Survival Compared
with Matched Sibling Donors During
Nonremission Status

Transplantation and Cellular Therapy･
202402

Shinichi Goto 医学部医学科総合診療学系総合内科学

Deep learning-based model detects
atrial septal defects from
electrocardiography: a cross-
sectional multicenter hospital-
based study

eClinicalMedicine･20230817

Yoshiyuki Yamada 医学部医学科総合診療学系小児科学
Development of an action plan for
acute food protein-induced
enterocolitis syndrome in Japan.

The World Allergy Organization journal･
202305

Jun Endo 医学部医学科専門診療学系画像診断学

Computed diffusion-weighted
imaging with a low-apparent
diffusion coefficient-pixel cut-off
technique for breast cancer
detection.

The British journal of radiology･20230710

Jin Imai 医学部医学科総合診療学系健康管理学

Cyclic-di-AMP confers an invasive
phenotype on Escherichia coli
through elongation of flagellin
filaments.

Gut pathogens･20240124

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Development of an umbilical cord
blood transplantation?specific
nonrelapse mortality risk
assessment score

Blood Advances･202403

Shinichi Goto 医学部医学科総合診療学系総合内科学

Development of the Integrated
Computer Simulation Model of the
Intracellular, Transmembrane, and
Extracellular Domain of Platelet
Integrin α IIb β 3 (Platelet
Membrane Glycoprotein: GPIIb-IIIa)

TH Open･20240101



26 Original Article

27 Original Article

28 Original Article

29 Original Article

30 Original Article

31 Original Article

32 Original Article

33 Original Article

34 Original Article

Tsuyoshi Fukuzawa 医学部医学科専門診療学系放射線治療科学

Differentiation Capacity of Porcine
Skeletal Muscle-Derived Stem Cells
as Intermediate Species between
Mice and Humans.

International journal of molecular sciences･
202306

Shinichi Goto 医学部医学科総合診療学系総合内科学
Dual Antiplatelet Therapy or Dual
Pathway Inhibition

Thrombosis and Haemostasis･20231115

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Effect of Graft-versus-Host
Disease on Post-Transplantation
Outcomes following Single Cord
Blood Transplantation Compared
with Haploidentical Transplantation
with Post-Transplantation
Cyclophosphamide for Adult Acute
Myeloid Leukemia

Transplantation and cellular therapy･202306

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学
Effect of the COVID-19 pandemic
on allogeneic stem cell
transplantation in Japan.

International journal of hematology･202304

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Duration of sweat
cyclophosphamide excretion in
patients undergoing a conditioning
regimen of high-dose
cyclophosphamide for hematopoietic
stem-cell transplantation

Journal of Oncology Pharmacy Practice･
202304

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Effect of Conditioning Regimens and
Graft-versus-Host Disease
Prophylaxis on the Outcomes of
Umbilical Cord Blood
Transplantation Performed with
Cyclophosphamide/Total Body
Irradiation-Based Regimens

Transplantation and Cellular Therapy･
202403

Makoto Onizuka 医学部医学科内科学系血液・腫瘍内科学

Hematopoietic stem cell
transplantation from haploidentical
offspring donors using post-
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当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発および評価に資する
ものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、七十件のみを記載するのでは
なく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌に掲載されたも
のに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等と当該特定機能病院の診療科
が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が大学の当該講座等であっても、論文の数の
算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病院に所属している場合に限る。）

Atsuhiko Yagishita 医学部医学科内科学系循環器内科学

Utility of open-window mapping for
catheter ablation of an accessory
pathway in patients with Wolff-
Parkinson-White syndrome

Pacing and Clinical Electrophysiology･
20230726

Masashi Matsushima 医学部医学科内科学系消化器内科学
Prognostic Factors in Prostate
Cancer Associated with Ulcerative
Colitis

Journal of Clinical Medicine･202402

 「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上は、他、または
et al.とする。

「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。
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(２)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象とならない論文（任意）

番
号

論文種別

1

2

3

～

(注) 1

2

「雑誌名・出版年月等」欄には、「雑誌名. 出版年月（原則雑誌掲載月とし、Epub ahead of printやin pressの掲載月は認め
ない）; 巻数: 該当ページ」の形式で記載すること
（出版がオンラインのみの場合は雑誌名、出版年月（オンライン掲載月）の後に（オンライン）と明記すること）。
      記載例：　Lancet. 2015 Dec; 386: 2367-9  /  Lancet. 2015 Dec (オンライン）

「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属
題名

雑誌名・
出版年月等

当該医療機関に所属する医師等が前年度に発表したもののうち、高度の医療技術の開発および評価に資するものと判断
される主なものを記入すること。

記載方法は、前項の「高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文」の記載方法に準じること。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容  

東海大学医学部「人を対象とする生命科学・医学系研究」に関する審査規定。東海大学医学部「人を

対象とする生命科学・医学系研究」に関する審査細則、東海大学医学部「人を対象とする生命科学・

医学系研究」に関する実施要項において、委員会、申請、審査、実施許可等について記載している。 

③ 倫理審査委員会の開催状況 定例年12回、迅速年24回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に「有」に○

印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会

の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

学校法人東海大学利益相反に関する規定、学校法人東海大学利益相反ポリシー、東海大学伊勢原

キャンパス利益相反マネジメント委員会規定 

 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員会

の開催状況 

年１２回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 年１回 

 ・研修の主な内容 

一般財団法人公正研究推進協会（APRIN）が提供するAPRINeラーニングの受講と、治験・臨床研究セン

ター作成の動画視聴を倫理講習として実施している。 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

各研修領域の研修プログラムに沿い、到達目標の達成を目指し、専門医取得に向けた 

臨床研修を実施。 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師に対

する専門的な研修について記載すること。 

 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数            ９５人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特記事項        

小澤 秀樹 総合内科 教授 38 年  

川田 浩志 血液使用内科 教授 35 年  

山本 聖一郎 消化器外科 教授 33 年  

厚見 秀樹 脳神経外科 准教授 31 年  

渡辺 雅彦 整形外科 教授 37 年  

赤松 正 形成外科 教授 34 年  

小路 直 腎泌尿器科 准教授 21 年  

鈴木 武志 麻酔科 教授 26 年  

中川 儀英 救命救急科 教授 37 年  

山田 佳之 小児科 教授 28 年  

平澤  猛 産婦人科 准教授 33 年  

山本 賢司 精神科 教授 34 年  

馬渕 智生 皮膚科 教授 25 年  

大上 研二 耳鼻咽喉科・頭頸部外科 教授 38 年  

鈴木 康之 眼科 教授 38 年  

水野 勝広 リハビリテーション科 教授 25 年  

橋本 順 画像診断科 教授 36 年  

中村 直哉 病理診断科 教授 39 年  

後藤 和人 臨床検査科 准教授 21 年  

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている診療科

については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブス

ペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべてのサブス

ペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 【認定静脈注射看護師講習会】   2023 年度 

※静脈注射を単独で施行できる看護師の育成 

・6 月 17 日（土）   53 名 

・7 月 15 日（土）   47 名 

・2024 年 1 月 20 日（土） 33 名 

 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

【看護単位責任者就任時研修】 

   ※看護単位責任者に求められる基本的事項を理解する。 

2024 年 3 月 26 日（火）  5 名 

 

【主任就任時研修】  

※主任に必要な看護管理とリスクマネージャーの役割について学ぶ 

5 月 10 日（水）   8 名 

 

【副主任就任時研修】  

※副主任として、看護管理に求められる基本的な知識、技術、態度を学ぶ 

5 月 22 日（月）   6 名 

 

【看護単位責任者リフレッシュ研修】  

※看護単位責任者としての役割や業務遂行に必要な能力開発 

2024 年 3 月 6 日（水）  34 名 

 

【副主任研リフレッシュ研修】  

※副主任としての役割や業務遂行に必要な能力開発 

７月 22 日（土）  ・  7 月 26 日（木）   計 67 名 

 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 【施設オープンセミナー】  2023 年度 

① 家族看護Ⅰ          6 月 30 日(金)    9 名 

② 慢性疾患看護（基礎編）  7 月 14 日（金）   7 名 

③ 創傷ケアⅠ          8 月 4 日（金）   17 名 

④ がん看護 基礎編      8 月 17 日（木）   5 名 

⑤ 味方につけよう疫学的視点  9 月 8 日（金）  7 名 

⑥ 小児看護Ⅰ           9 月 22 日（金）  19 名 

⑦ 急性混乱への対応（せん妄・不穏）  10 月 6 日（金）  7 名 

⑧ 創傷ケアⅡ           10 月 20 日（金）  9 名 



⑨ 家族家族Ⅲ           11 月 2 日（木）   5 名 

⑩ がん看護 実践編      12 月 21 日（木）   7 名 

⑪ 自殺未遂者ケア      2024 年 1 月 12 日（金）   6 名 

⑫ ストーマケア 中級編   2024 年 1 月 19 日（金）   7 名 

⑬ 基礎から学ぶ酸素療法  2024 年 1 月 24 日（水）  16 名 

 

【気づきコース・ICLS コース】  2023 年度 

① 患者急変対応・気づきコース     9 月 16 日（土）  4 名   ・ 12 月 2 日（土）  1 名 

② ICLS コース                  10 月 21 日（土）  15 名  ・ 2024 年 2 月 17 日（土） 14 名 

③ ICLS 指導者養成ワークショップ   12 月 9 日（土）  8 名 

④ 緊急度判断（JTAS/トリアージ）・臨床推論コース 

6 月 16 日（金） 15 名 ・ 8 月 19 日（土） 30 名 ・ 10 月 7 日（土） 28 名 

 

・臨床工学技士：集中ケア認定看護師教育課程授業 2023 年 10 月 19 日 30 名 

・管理栄養士：心不全カンファレンス 15～20 人 

・公益社団法人日本臨床細胞学会 細胞検査士養成講習会 2023 年 7 月 26 日 24 名 

・神奈川県臨床検査技師会 細胞検査研修会スライドセミナー 2023 年 10 月 6 日 70 名 

 

(注)1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注)2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施 

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門 

的な医療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に 

勤務する医療従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ２．現状  
管理責任者氏名 診療情報部長・小川吉明 ／ 事務部長・原 義徳 

  管理担当者氏名 事務課（医療情報管理）課長・鈴木政智 ／ 事務課（総務）課長 桑久保ひとみ 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 事務課（総務） 紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
紙保管 
紙媒体で発生したものは
電子カルテにスキャナ読
み取りを行い、認証局の
タイムスタンプ／電子署
名により電磁的記録を原
本として管理する（サー
バ室管理）。 
 
スキャナ読み取り後の原
紙の管理は事務課（医療
情報管理担当）で１年間
保管後廃棄。電子化以
前の現物の手術記録、
看護記録、検査所見記
録、エックス線写真（画像
データ）、紹介状、退院時
要約、入院診療計画書
の管理については、別紙
参照。 
 

各科診療日誌 事務課（総務） 
処方せん 薬剤部 
手術記録 事務課（医療情報管理・

システムデータ管理担当
サーバ室） 

看護記録 事務課（医療情報管理・
システムデータ管理担当
サーバ室） 

検査所見記録 事務課（医療情報管理・
システムデータ管理担当
サーバ室） 

エックス線写真 事務課（医療情報管理・
システムデータ管理担当
サーバ室） 

紹介状 事務課（医療情報管理・
システムデータ管理担当
サーバ室） 

退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

事務課（医療情報管理・
システムデータ管理担当
サーバ室） 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
三
項
に
掲
げ
る

事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 事務課（人事）  
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理、紙保管 
 
 
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
 
 
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 

高度の医療の提供の実績 事務課（医事・健診）、臨
床研修部、事務課（総務
） 

高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

学長室（評価担当）、研
究イノベーションセンター
研究支援室、治験・臨床
研究センター 

高度の医療の研修の実績 臨床研修部 
閲覧実績 事務課（総務）、事務課（

医療情報管理） 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

医療連携室 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

事務課（総務） 
薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一

第
一
項
に
掲
げ
る
事

項 
 医療に係る安全管理のための指

針の整備状況 
医療安全対策課 
 

紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

医療安全対策課 
 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全対策課 
 
 



 
 

 
 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

院内感染対策室 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 

紙保管 

紙保管 

紙保管 

 

紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 

紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 

紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 

 

紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 

 

 

 

データベース管理 

 

 

データベース管理 

 

 

データベース管理 

 

 

 

 

 

 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

院内感染対策室 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

院内感染対策室 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

院内感染対策室 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

医薬品安全管理室 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 
医薬品安全管理室 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況 
  

薬剤部 
医薬品安全管理室 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 
医薬品安全管理室 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医療機器安全管理室 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

電子カルテ端末 
ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ：研修実施記
録（ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ,医療機器安

全管理委員会,医療機器研修

会計画表,研修実施記録） 
医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

電子カルテ端末 
ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ：医療機器保
守点検計画表 
（ﾌｧｲﾙｻｰﾊﾞ,医療機器安全管

理委員会,医療機器保守点検

計画表） 
医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

・電子カルテ端末 
医療機器安全管理室ホ
ームページ（自主回収情
報,目的外使用機器,医療
安全NEWS,研修コンテン
ツ等） 
・電子カルテ端末 
医療機器整備室ホーム
ページ（各医療機器の添
付文書,取扱説明書等） 
 
 
 



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全対策課 紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
 
 
 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
紙保管、ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ管理 
 
 
 
データ保存 
 
データ保存 
 
 
データ保存 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

院内感染対策室 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

医薬品安全管理室 

医療を受ける者に対する説明に
関する責任者の配置状況 

事務課（医療情報管
理担当） 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

事務課（医療情報管
理担当） 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全対策課 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医療監査部 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決定
する部門の状況 

医薬品安全管理室 
医療機器安全管理室 

監査委員会の設置状況 医療監査部 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全対策課 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術的
助言の実施状況 

医療安全対策課 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じる
体制の確保状況 

医療安全調査課 
総合相談室 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

医療安全対策課 

職員研修の実施状況 医療安全対策課 
管理者、医療安全管理責任者、
医薬品安全管理責任者及び医
療機器安全管理責任者のため
の研修の実施状況 

医療監査部 

管理者が有する権限に関する
状況 

事務課（経営企画） 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制の
整備状況 

事務課（経営企画） 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

事務課（経営企画） 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての 
管理方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについ 
ても記載すること。 



（様式第５） 

診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

診療に関する諸記録（現物）－診療記録・情報管理規程より抜粋 

 （手術記録、看護記録、検査所見記録、エックス線写真、紹介状、退院した患者に係わる入院期間の

診療経過の要約及び入院診療計画書） 

 

１. 診療記録（エックス線写真含む）の保管期間（電子化以前分） 

（１） 外来カルテ  ： 診療の完結の日から５年間とする。 

（２） 入院カルテ  ： 診療の完結の日から５年間とする。 

 ※ただし、次に該当する記録は長期保管対象とする。 

① 治験症例 

② 特定生物由来製品使用症例 

③ 損害賠償請求に関わる症例 

④ 特定不妊治療費助成事業に関わる症例 

⑤ 臓器等移植症例 

⑥ 先天異常症例 

⑦ Ｂ型・Ｃ型肝炎症例 

⑧ 照射録 

⑨ 産科記録 

⑩ その他病院長が認めた症例 

 

（３） Ｘ線フィルム ： １のただしに規定する長期保管分のみ 

 

２. 診療記録（電子化以前分）の保管方法 

（１） 外来カルテ ： 全科 1フォルダーの患者 ID番号ターミナルディジット分類保管とする。 

（２） 入院カルテ ： 1入退院毎製本し患者 IDターミナルディジット分類による分類保管とする。  

（３） Ｘ線フィルム： 患者 ID番号ターミナルディジット分類による大袋保管とする。 

 

３. 上記の診療に関する諸記録は、外来診療、入院診療、医学研究等を目的として、院内で閲覧及び借

り出すことはできるが、院外へ持ち出すことはできない。 

 

以上 

 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　６６８　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　６６８　　　件

歯科医師 延　　　　　　　　　件

国 延　　　　　　　　　件

地方公共団体 延　　　　　　　　　件

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

鈴木政智（事務課（医療情報管理）課長）

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

　閲覧の手続の概要

・公的監査の通知に基づき、必要書類を整え、閲覧場所にて監査依頼人の指示の下、病院の管理
　運営に関する諸記録の説明を行う。
・公的監査における診療録の閲覧については、指定を受けた記録について、該当記録・書類を紙出
　力し、病院職員立会いの下開示する。カルテレビュー形式で閲覧する場合は、事務課（医療情報
　管理担当）に依頼し、会議室に電子カルテ閲覧の環境を設置する。病院職員が操作し、指定の記
　録、あるいは診療内容について開示する。
・医療スタッフの閲覧については「診療記録・情報管理規程」に基づき手続きを行う。
・患者側からの個人情報開示の請求があった場合は、「個人情報開示・訂正等運用細則」に基づき
　手続きを行う。

　閲覧責任者氏名 　原義徳（副院長・事務部長）、鈴木政智（事務課（医療情報管理）課長）

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

会議室、医療情報管理カルテ室、診療録開示室等

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ２．現状

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 
１．当院における安全管理に関する基本的考え方 
私たち教職員は，全ての行為に対して常に適度な緊張感を持ち，危機管理意識を維持し，安全な医療

サービスを提供できるよう努める。 
 
２. 医療安全管理委員会および当院の組織に関する基本的事項 

（１）医療に係る医療安全管理体制の確保及び推進を図るため，医療安全管理委員会を設置し，医療安全
管理委員会の総括の下に，特定な事項を検討するため，各種の委員会を置き，詳細な運用に関して
は別に定める。 
また，院内感染対策，医薬品，医療機器，診療記録等，高難度新規医療技術，未承認新規医薬品

等，医療放射線の安全管理体制の確保については，院内感染防止対策委員会，医薬品安全管理委
員会，医療機器安全管理委員会，診療記録等監査委員会，高難度新規医療技術評価委員会，未承
認新規医薬品等評価委員会，医療放射線安全管理委員会と連携する。 

（２）医療に係る安全管理を行う部門として，医療監査部（医療安全対策課・医療安全調査課・院内感染対策
室・放射線治療品質管理室・医薬品安全管理室・臨床研究監査室・医療機器安全管理室・医療放射
線安全管理室）を置く。 

（３）副院長（医療安全担当）を医療安全管理責任者として配置し，医療監査部，医療安全管理委員会，医薬
品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者を統括する。 

（４）医療安全に係る企画立案・評価・職員の安全管理に関する意識の向上等組織横断的に指導するため
専従医療安全管理者（看護師）及び医療安全専従薬剤師を医療安全対策課及び医薬品安全管理室
に配置する。 

 
３．職員に対する医療に係る安全管理のための研修に関する基本方針 

職員に対する医療に係る安全管理のための研修を「医療安全・感染防止セミナー」と位置づけ全教
職員に対して，以下の研修を実施し，研修実施後の学習効果測定を実施する。なお，新規採用者，異
動者，出向終了者，育児休業・産休から復帰した者及び臨床研修医に対す 
る研修は別途実施する。 

（１）医療安全に関する事項 
（２）感染防止対策に関する事項 
（３）医薬品関連に関する事項 
（４）医療機器関連に関する事項 
（５）高難度新規医療技術，未承認新規医薬品等に関する事項 
（６）診療用放射線に関する事項 
（７）相互立入り，監査委員会からの意見に関する事項 
（８）その他重大な事象が発生した事項 
 

４．当院における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策に関する基本 
方針 

（１）インシデント／アクシデント・合併症が発生した場合は，速やかにインシデント情報登録システム（EMI）に
必要事項を入力し，医療監査部へレポートを提出する。提出されたレポートが診療録及び看護記録
に基づき記載されているかを専従医療安全管理者が検証する。 

（２）医療監査部で検証・分析したアクシデント（レベル3b以上）事例，合併症事例について病院 
長へ速やかに報告し，医療安全管理委員会にて検討する。 

（３）重要と思われるレポートについては，レポート・事例検討会で検証し，医療安全管理委員会に諮る。さら
に，対策が必要な事象については，RCA（根本原因分析）或いは調査委員会で検証する。 

 
５．医療事故等発生時の対応に関する基本方針 

当該者の健康回復に全力を尽くすことを優先し，可及的速やかに上司に連絡し指導を仰ぎ，必要に
応じて院内に緊急情報を発信し処置を行なう十分な人員を確保する。 

 
 



 
 
 

 
６．医療従事者と患者との間の情報共有に関する基本方針 
（患者等に対する当該指針の閲覧に関する基本方針を含む） 
医療安全対策マニュアルは，当院のホームページ及び病院情報システム端末に掲載し，いつでも 
情報が取得できる環境を構築し公開する。 
また，患者からの医療の安全管理及び安全対策等についての質問等があれば積極的に情報を開示 
する。 
 
７．患者からの相談への対応に関する基本方針 
患者・家族からの相談に適切に応じる体制を確保するために，総合相談室に相談窓口を設置し， 
安全管理体制の確保について，関係部署に改善等の指導をする。 
 
８．その他医療安全の推進のために必要な基本方針 
（１）各部署にリスクマネージャーを配置し，医療安全管理委員会で決定した医療安全に係る事項 

を所属員へ周知させる。 
また，安全情報としてセイフティ・トピックスの発行並びに各種ガイドラインの策定を行い 
教職員に周知する。 

（２）病院の医療安全管理業務が病院長の下で，適切に実施されているか等について，東海大学医 
学部付属病院医療安全管理業務監査委員会による監査を受ける。 

（３）高難度新規医療技術の提供，未承認新規医薬品等を用いた医療の提供の適否等を決定する部門 
を医療監査部内に置き，その適否については，高難度新規医療技術評価委員会，未承認新規 
医薬品等評価委員会の要綱に基づき審査し，病院長が決定する。高難度新規医療技術を用いた 
医療を提供する場合には，関係学会から示される「高難度新規医療技術の導入を検討するに 
当たっての基本的な考え方」やガイドライン等を参考に実施する。 

（４）他の特定機能病院の管理者との連携による相互立入りを実施し，技術的助言等を受ける。 
 
 
 

② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 12 回 
・ 活動の主な内容： 
 
１．委員構成（委員：37名、事務局：3名、オブザーバー：1名） 

  医療監査部長（委員長）、医療安全専従医師、専従医療安全管理者、医療監査部次長、院内感染対策
室、専任院内感染対策責任者、放射線治療品質管理室、医薬品安全管理室、医薬品安全管理責任者
、医療安全専従薬剤師、臨床研究監査室、医療機器安全管理室(医療安全専任技師)、医療機器安全
管理責任者、医療放射線安全管理室（医療安全専任技師）、医療放射線安全管理責任者、医師（内科
学系・外科学系・専門診療学系・総合診療学系）、臨床研修部、診療技術部、薬剤部、看護部、褥瘡対策
委員会委員長、事務（医療安全調査課、事務課（総務、ファシリティ、医事・健診、医療情報管理） 

 
２．医療安全管理委員会の開催状況 
  実施：令和5年4月10日、令和5年5月8日、令和5年6月12日、令和5年7月10日、 

令和5年8月14日、令和5年9月11日、令和5年10月11日、令和5年11月13日、 
令和5年12月11日、令和6年1月10日、令和6年2月14日、令和6年3月11日 

 
３．主な内容 
 （１）提出されたインシデント／アクシデントレポートの検討 
 （２）医療に係る医療安全の諸規程の整備 
 （３）重大な問題が発生した事象に対する事故調査委員会の設置 

 （４）重要な対策が必要な事象に対する「RCA（根本原因分析）検討会」の実施 
 
（５）医療安全・感染防止セミナーの企画、実施及びセイフティ・トピックスの発行 
 （６）職員研修実施後の学習効果測定の実施 
 （７）医療安全対策チーム設置の検討 
 （８）東海大学医学部付属病院群への医療安全に関する周知事項の審議 



 
 
 

 
 （９）リスクマネージャー会で検討する事項の審議及びリスクマネージャー会の実施 

 （10）医療安全対策マニュアル及び医療安全基本マニュアル（携帯版）の策定 
 （11）医療安全月間の企画 

 （12）院内感染防止対策委員会、医薬品安全管理委員会、医療機器安全管理委員会、診療記録等監査委
員会、高難度新規医療技術評価委員会、未承認新規医薬品等評価委員会、医療放射線安全管理
委員会で策定される、院内感染対策、医薬品、医療機器、診療記録等、高難度新規医療技術、未
承認新規医薬品等、医療放射線の安全管理体制について連携する。 

 （13）厚生労働省への提出事象の分類 
 （14）厚生労働省への医療機器に関する提言事象の抽出 
 （15）前各号に掲げたもののほか委員長が必要と認めた事項 

 
 
 
 
 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
    年３回 

 
・ 研修の内容 
医療安全・感染防止セミナー：全3回 
（DVD視聴による医療安全・感染防止セミナー：全13回） 
 

 ・ 研修の内容（すべて）： 
１．医療安全の日セミナー（医療安全の日webセミナー）：令和5年4月7日（5月1日～6月30日）   「2022

年度の総括と2023年度の感染対策」 
 「医療メディエーション～いつでも誰でもどこでもメディエーター～」 
 ２．第１回医療安全・感染防止セミナー：令和5年6月5日～令和5年7月31日 
  「医療安全の基本的事項と医療法改正・特定機能病院承認要件の周知」 
  「麻薬の安全管理について」 
  「医療機器の安全使用について」 
  「薬剤耐性（AMR）アクションプラン（2023-2027）について」 
「これからの感染対策について」 

 ３．第２回医療安全・感染防止セミナー：令和5年9月1日～令和5年10月31日 
  「日常臨床で知っておきたい被ばくの知識」 
  「個人情報の取り扱いについ2023」 
  「インスリン療法による入院糖尿病患者の血糖管理」 
  「悪質クレーマーへの対応」 
  「医薬品副作用被害厩舎制度について」 
  「周術期感染予防抗菌薬の適正使用について」 
  「2023年度院内感染防止対策マニュアルの改訂ポイント」 
 
 
 
 
 

 

④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
１．各年度のレポート報告提出枚数 
  1)令和3年度：5,919枚 2)令和4年度：5,790枚 3)令和5年度：5,846枚 
 
２．発生した事故等の医療安全管理委員会への報告 

  インシデント／アクシデント・合併症レポートは専従医療安全管理者がレポート取り扱い基準 



 
 
 

 
に従ってレポート内容の確認を行い、月別アクシデント・合併症レポート一覧表を作成している。医療監

査部で一覧表事例の分析及び検証を行い、結果について医療安全管理委員会へ報告を行っている。また
、アクシデント（レベル3b以上）・合併症事例、重大事象につながりそうな事例は病院長へ速やかに報告し、
対応を検討、特に重要な事象はレポート・事例検討会に諮り、レポート・事 
例検討会で検討された対策案等を医療安全管理委員会へ具申している。 

 
３．事故等の収集・分析による組織としての改善策の企画立案及びその実施状況の評価と情報の共有 
（１）月別にインシデント／アクシデントレポートを各事象（CV関連、気道関連、ドレーン関連、化学療法関連

、医療機器関連、転倒・転落関連、医薬品関連）ごとに統計・解析し、医療安全 
管理委員会で審議し病院運営会議に諮り、各種会議体（診療科長会、病院運営連絡会、RM会）、セミ

ナー等で注意を喚起している。 
（２）レポート・事例検討会で提案された対策案等を医療安全管理委員会で審議し、さらに検討・対策が必要な

事象は、根本原因分析（RCA）、各分野の医療安全対策チーム（気道安全管理、CVC、ドレーン・チュー
ブ類、転倒転落、肺血栓塞栓症、検査・手術等における薬剤の休薬、予期せぬ急変、救急カート運用、
身体抑制・自己抜去防止、患者誤認防止）で対策案等を検討している。 

（３）上記で検討された対策案等は、各種会議体（病院運営会議、診療科長会、病院運営連絡会、 
RM会）、セミナー、セイフティ・トピックス等で周知している。 

 
４．重大医療事故発生時の病院管理者への報告及び再発防止策（背景要因・根本原因分析） 
（１）重大な医療事故が発生した場合は、手順に従い、速やかに病院長に報告する。また、インシデント／アク

シデントレポートとは別に、時系列の報告書（事例報告書）を24時間以内に提出させ、病院長へ報告して
いる。 

（２）事象に応じて、根本原因分析（RCA）、事故調査委員会、事故検証委員会、事故外部評価委員会を立ち
上げ、再発防止策を講ずる。 

 
５．診療記録等監査 

診療記録等の記載から医療過程においてどのような影響があったか、診療記録等監査委員会で検
証している。診療記録等監査委員会の統括の下に、インフォームド・コンセント分科会、診療記録検証分
科会を置き、活動報告を受け、適切なインフォームド・コンセント及び診療記録等の記載実施について協
議し、必要に応じて医療安全管理委員会へ報告を行っている。 

 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 
 
院内感染対策のための指針 
2007年7月1日策定、2009年8月31日改訂、2014年5月20日改訂、2018年4月17日改訂、 
2021年8月17日改訂、2022年4月1日改訂、2022年9月20日改訂、2023年8月22日改訂、 
2024年4月1日改訂 
 
１．院内感染対策に係る基本的考え方 
２．院内感染対策のための委員会その他の組織に関する基本事項 
  院内感染防止対策委員会、院内感染対策チーム（ICT）、ICTラウンド、 
抗菌薬適正使用支援チーム（AST）、リンクナース・リンクドクター 

３．院内感染対策のための従事者に対する研修に対する基本方針 
４．感染症の発生状況の報告に関する基本方針 
５．院内感染発生時の対応に関する基本方針 
６．患者に対する当該指針の閲覧に関する基本方針 
７．その他の医療機関内における院内感染対策の推進のための必要な基本方針 
８．感染対策に関する地域医療機関との連携 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
１．委員の構成（委員：13名） 
 病院長等医療機関の管理者、診療部門・看護部門・薬剤部門・臨床検査部門・洗浄滅菌消毒部門・給食

部門・事務部門の各部門を代表する職員、感染症対策に関し相当の経験を有する医師等、委員長が必要と
認めた関係者により構成される。 

 
２．主な内容 
（１）感染症の流行地域等の感染症情報の把握と提供に関すること 
（２）院内感染発生の監視・疫学調査および情報の提供に関すること 
（３）感染症発生の届出に関する業務およびその情報の保管に関すること 
（４）病院環境汚染の把握、医薬品や医療機器汚染の監視・指導に関すること 
（５）抗菌薬・消毒薬の使用状況の把握・適正使用の指導に関すること 
（６）院内の感染対策や感染制御の立案・実行・評価関すること 
（７）感染症対策全般に関するコンサルテーションや指導・教育に関すること 
（８）院内感染防止対策に係る経費算定・管理に関すること 
（９）新興感染症に関すること 
（10）その他、病院長の指示する業務、あるいは委員会決定事項の遂行に関すること 
 
３．院内感染防止対策委員会開催状況 
 2023年4月18日、2023年5月16日、2023年6月20日、2023年7月18日、2023年8月22日、 
 2023年9月19日、2023年10月17日、2023年11月21日、2023年12月19日、2024年1月16日、 
 2024年2月20日、2024年3月19日 
 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年56回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
●全体研修 
医療安全感染防止セミナー：全3回 
 （DVD視聴による医療安全・感染防止セミナー：全3回） 
 



 
 
 

 
 
●研修内容 
１．医療安全の日セミナー（医療安全の日WEBセミナー）：令和5年4月7日（5月1日～6月30日） 
 「2022年度の総括と2023年度の感染対策」 
 「医療メディエーション～いつでも誰でもどこでもメディエーター～」 
 
２．第１回医療安全・感染防止WEBセミナー：令和5年6月5日～7月31日 
 「医療安全の基本的事項と医療法改正・特定機能病院承認要件の周知」 
 「麻薬の安全管理について」 
「医療機器の安全使用について」 
 「薬剤耐性（AMR）アクションプラン（2023～2027）について」 
 「これからの感染対策について」 
 
３．第２回医療安全・感染防止WEBセミナー：令和5年9月1日～10月31日 
「日常臨床で知っておきたい被ばくの知識」 
 「個人情報の取り扱いについて2023」 
「インスリン療法による入院糖尿病患者の血糖管理」 
 「悪質クレーマーへの対応」 
 「医薬品副作用被害救済制度について」 
 「周術期感染予防抗菌薬の適正使用について」 
 「2023年度院内感染防止対策マニュアル改訂のポイント」 
 
●職業種別教育実績：全53回 

・新人オリエンテーション・研修医対象クルズス・清掃業者対象セミナー・看護師中途採用者オリエンテーショ
ン・看護助手レクチャー・各部署対象感染対策レクチャー 等 
 
 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
（１）感染症の院内における発生を迅速に把握できる方法を確立し、院内感染を未然に防ぐ、または蔓延

を防止するために、リアルタイムに対策を立てられるようにする。 
（２）感染症の発生の報告は、主治医および病棟医長・看護単位責任者から東海大学医学部付属病院感

染症患者報告書にて、院内感染対策室を経由して病院長へ提出される。 
（３）「感染症法」に規定される届出は最寄りの保健所長を経由して都道府県知事に届け出る。 
 
２．その他の改善のための方策の主な内容 
 耐性菌発生時の病棟別・診療科別動向調査を行い、薬剤使用状況との解析による各部署へのフィード

バック、担当医に対するコンサルテーション、病棟ラウンドを行う。 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための 

体制の確保に係る措置 
 

 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年36回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
（1）全職員に対する講義、医療安全・感染防止Webセミナー：全2回 
 「インスリン療法による入院糖尿病患者の血糖管理」 
 「麻薬の安全管理について」               
 「医薬品副作用被害救済制度について」 
 
（2）新規採用者《医師以外》に対する講義 
 医薬品の安全管理について                     2023年4月3日 
  
（3）医師に対する講義 
 全臨床助手・臨床研修医（麻薬・向精神薬・筋弛緩剤（毒薬）の取り扱いと薬剤部門の業務） 
                              2023年4月3日 
  麻酔科研修医（中央手術室における麻薬・筋弛緩薬・向精神薬の管理について） 
  2023年4月15日,5月2日,6月3日,7月1日,8月5日,9月2日,10月21日,11月18日,12月16日, 
  2024年1月6日,2月3日,3月2日                       計12回 
 
 救命救急科研修医（救急救命士含む） 
 救命救急センターにおける麻薬・筋弛緩薬・向精神薬の管理）  
  毎月1回     計12回 
   
（4）看護師に対する講義 
 看護部新人研修 （医薬品の安全管理）                2023年4月21日 
 新人看護師向け医薬品の安全管理について（中央手術室） 
  2023年11月14日 
 新人看護師向け病棟薬剤師業務の紹介（8A病棟、9階病棟,14A病棟） 
  2023年4月12日, 4月14日(8A病棟,14A病棟)  計3回 
 新人看護師向け産科領域で使用する薬剤について（6A・MFICU病棟）   
  2023年6月30日,7月3日     計2回 
 手術室看護師向け医薬品安全管理講義－麻薬の管理・運用について－ 
  2023年11月2日 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
・病棟・外来に定数保管されている医薬品の保管状況及び品質管理（年3回） 
・医薬品情報の収集・管理・周知 
 周知した医薬品情報について医薬品安全管理委員会（月1回開催）に報告し周知状況を確認 
・未承認・適応外・禁忌等に該当する処方に関する情報 
 使用状況について医薬品安全管理委員会（月1回開催）に報告 
・医薬品安全使用のための業務手順書の遵守状況の確認 
 手順書の遵守状況について病棟専任薬剤師によるチェックシートを用いた確認 
 医薬品安全管理室による医薬品安全ラウンドの実施 

 



 
 
 

 
 

④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その他の
医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
【適応外使用】 
 レボホリナート点滴静注用：ロイコボリン注 3mg供給停止中における葉酸代謝拮抗剤の毒性軽減 

 カリウム注射製剤：造血幹細胞移植後の低カリウム血症に対する高用量カリウム注射製剤の使用におい
て、血液腫瘍内科での1日100mEqを超える使用について院内ルールを改定 

 無水エタノール注：カテーテル関連血流感染症における治療または予防的エタノールロック療法での使用  
 クラファジミン（ランプレンカプセル）：非結核性抗酸菌症（Mycobacterium abscessus症）に対する治療に使

用 
 リツキシマブ製剤：抗ドナー特異的抗体を有する腎移植患者における、抗体関連型拒絶反応の抑制のた

めの、術後のリツキシマブの投与 
 ケナコルト-A筋注用関節腔内用水懸注：マキュエイド眼注用出荷停止に伴う代替薬の適応外使用 
エンコラフェニブ（ビラフトビカプセル）：BRAF V600E変異陽性エルドハイムチェスター病の救命のため 
 ダサチニブ：KIT変異陽性難治性急性骨髄性白血病に対する治療 
無水エタノール注：カテーテルアブレーション抵抗性の心室流出路中隔起源の難治性心室期外収縮・心室

頻拍に対して、大心静脈遠位交通枝にエタノールを注入する化学的アブレーション目的 
 ブデソニド：プロトンポンプ阻害薬抵抗性の好酸球性食道炎の治療 
ホスカルネット（点滴静注用ホスカビル）：サイトメガロウイルスによる網膜炎、ヘルペス科ウイルスによる

急性網膜壊死に対する硝子体内投与 
ガンシクロビル（ガンシクロビル点滴静注用）：サイトメガロウイルスによる虹彩炎・角膜内皮炎・網膜炎、ヘ

ルペス科ウイルスによる急性網膜壊死に対する硝子体内投与 
グラニセトロン（カイトリル）：持続する原因不明の嘔気、嘔吐によるQOL低下の緩和を図るとともに、上記

に伴う他の内服薬服用後の嘔吐を阻止し安定した効果発現を担保するため 
ソナゾイド注射用：肝臓病変を有する患者への超音波内視鏡を用いた膵管内乳頭粘液性腫瘍(IPMN)の

鑑別に使用肝臓病変を有する患者への超音波内視鏡を用いた膵管内乳頭粘液性腫瘍(I
PMN)の鑑別に使用 

イムブルビカ：血細胞移植後のステロイド剤で効果不十分な慢性移植片対宿主病(GVHD)の治療 
  
 （院内製剤品） 
 ガンシクロビル（ガンシクロビル点眼液） 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
・薬剤師は内服・注射調剤、病棟業務等において未承認・適応外・禁忌医薬品の使用を把握した 
  場合は、院内の情報端末にデータを登録する 
 ・医薬品安全管理室は未承認・適応外・禁忌医薬品の使用状況を把握・管理し、医薬品安全管理 
  委員会(月1回)へ報告する 
 ・未承認新規医薬品等の提供について管理部門の業務手順書に、適応外使用について審査対象と 
  するか「適応外使用を行う医薬品のリスク分類表」を制定し、申請の振り分けを行う。 
 ・がんゲノムプロファイリング検査を行ない、エキスパートパネルの結果、推奨治療とされた適 
  応外使用については、エキスパートパネルの結果報告書を添付することで、科学的妥当性が判 
  断されたものとする。 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための 

体制の確保に係る措置 
 

 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 625 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
１）2023年度上半期 第1回医療安全･感染防止Webセミナー『医療機器の安全使用について』 

2023.6.5～2023.8.10（期間延長含む）  計2453名 
 

  ２）各医療機器の取扱い研修（病棟・各部門等） 625回 計5610名 
   ＜定期研修 指定8機種＞：150回/2141名 

補助循環装置（ECMO・IABP・IMPELLA）,人工呼吸器，除細動器，閉鎖式保育器，血液浄化装置, 
医用X線CT装置,MRI装置,診療用高エネルギー放射線発生装置,診療用放射線照射装置 
 

＜新規導入機器研修＞：151回/2749名 
内視鏡装置,ﾊｲﾌﾛｰｾﾗﾋﾟｰ機,超音波診断装置,生体情報モニタ,人工呼吸器,補助循環装置, 
高周波凝固切開装置,X線透視装置,超電導磁気共鳴装置など 
 

＜異動者・新任者・その他研修＞：152回/720名 
輸液ポンプ・シリンジポンプ，ネーザルハイフロー，超音波診断装置,生体監視モニタ関連， 
体外式ペースメーカ，呼吸療法機器,病理検査機器,生理検査機器,眼検査機器,内視鏡関連機器, 
リハビリ治療機器,内視鏡装置など 

 
 
 
 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 
１）人工心肺装置及び補助循環装置：年1回実施 
 ２）人工呼吸器：年1～2回実施 
 ３）血液浄化装置：年1～2回実施 
 ４）除細動装置：年1回実施 
 ５）閉鎖式保育器：年1回実施 
 ６）CTエックス線装置（医用X線CT装置）：年1～2回実施 
 ７）診療用高エネルギー放射線発生装置（直線加速器）：年4回実施 
 ８）診療用放射線照射装置（腔内照射装置）：年4回実施 
 ９）磁気共鳴画像診断装置（MRI装置）：年2回実施 
10）その他医療機器（ポンプ関連等）：年1回実施 
  
 点検内容：動作確認、精度確認、摩耗・損耗確認、安全機構確認、バッテリ及びパーツ交換 
 
 

④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集その
他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 

 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
１）PMDA･医療機能評価機構，メーカからの安全自主回収情報を関連部署と共有し，毎月開催の 

医療機器安全管理委員会で定例報告. 
 ２）医療機器関連のインシデントアクシデント事例を抜粋し、各病棟への医療機器ラウンド時に 

情報共有実施 
 ３）臨床工学技士が医療安全に関わっている各病院において医療機器に係る情報交換の実施 



 
 
 

 
 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 
 ＊（目的外使用）アトムピンクカテーテル： 
末梢動静脈廔造設術、経皮的シャント拡張術・血栓除去術での血管拡張のための使用 

 ＊（目的外使用）セイラムサンプチューブ・スパイナルドレナージキット： 
慢性骨髄炎に対する持続局所抗菌薬還流（CLAP)療法のため 

 ＊（目的外使用）ディスポーザブル吸引生検針： 
  胃静脈瘤に対する内視鏡的治療にてコイル・硬化剤を注入するために使用 
 ＊（目的外使用）除細動器（２台同時使用）： 
  難治性心室細動患者に対する２台の除細動器をほぼ同時に実施する。 
 ＊（目的外使用）糸付きクリップ： 
  消化管内視鏡治療（ESD）時に内視鏡クリップに糸を付けて病変部を牽引するために使用。 
 ＊（目的外使用・医材の加工）セクレア・サフィード延長チューブ： 
  ロボット支援下手術時にセクレアとチューブを加工して、吸引デバイスとして使用する。 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
１）医療機器に関わる「医療安全対策マニュアル及び基本マニュアル（携帯版）」の情報更新． 

２）医療機器の安全管理を推進するため，毎月１～２病棟（１病棟あたり/年２回実施）において医療機器の
安全管理に関わるラウンドおよび生体情報モニタ管理に関わるラウンドを行い，機器の管理状況や使
用方法の確認，医療機器に関する情報提供（モニターアラーム解析）を実施。また、医療機器に関する相
談などを併せて実施． 

３）医療安全NEWSの発行による新規導入機器に関する研修についての全職員への周知を実施。 
４）既存の医療機器における取り扱い説明および添付文書を院内PCのホームページへ掲載（適宜更新して

いる）し、いつでも確認できる状況を確立している。 
５）医療機器の安全使用のために、普段使用頻度が低い医療機器を抜粋し、動画を使用した資料を作成し、

スタッフのみが閲覧できるTeamsへ掲載し、周知を図っている。 
 
 
 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
 
 

 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 

① 医療安全管理責任者の配置状況 
 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び医

療機器安全管理責任者の統括状況 
 
医療監査部を設置し、医療安全担当副院長が医療安全管理責任者として配置。 

 医療安全管理委員会は、医療監査部長が委員長を務め、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責
任者は委員となり、委員会にて活動報告を求めている。 
 
 

② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 
 
 有（ 9名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

医薬品安全管理責任者は、医薬品に関する情報の収集・整理・周知に関する業務を行うため、DI室の薬剤 
師を指名し、医療安全専従薬剤師と連携をとりこれを遂行する。 
・医薬品の添付文書の情報のほか、医薬品製造業者、行政機関（PMDA 等）、学術誌等から情報を広く収
集し整理する 

・院内で発生した医薬品に係わる副作用情報を積極的に収集し、評価するとともに一元的に管理す る 
・医薬品に関する情報の周知は薬剤部薬剤科 DI 係より、各部門、各職種へ病院情報システム、紙媒 

体などを通じて迅速に提供・周知を行う 
・医薬品安全性情報等のうち、迅速な対応が必要となるものを把握した際は、当該医薬品を処方した医師
及び投与された患者を速やかに特定し、必要な措置を迅速に講じる 

・薬剤部薬剤科 DI 係より発信された情報は院内ポータル掲示板にて常時閲覧可能とする 
・病棟専任薬剤師と薬剤部薬剤科 DI 係の薬剤師が必要に応じカンファレンス等を行い病棟専任薬剤師が
病棟薬剤業務を実施するにつき必要な情報を提供する 

・医薬品安全管理責任者は、医薬品安全管理委員会（月 1 回開催）に薬剤部薬剤科 DI 係より報告された
医薬品情報および副作用情報の周知状況の確認を行う 

 
（前年度件数） 
   薬事委員会採用情報 9回 
  薬事委員会試用情報 9回 
  薬事委員会採用中止情報 10回 
  医薬品・医療機器等安全性情報 8回 
  医療安全情報 18回 
  医薬品回収・品薄情報 264回 
  DIニュース 23回 
  副作用関連情報（院内副作用報告一覧） 12回 
  薬発 等 19回 

  その他（販売中止、オーダ停止、オーダ開始など） 8回 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

・薬剤師は調剤時、病棟薬剤業務等で未承認・適応外・禁忌等に該当する処方を把握した場合は院内
の情報端末にデータ登録する。担当者は添付文書、ガイドライン、文献等から、有効性、安全性に関
する情報を収集し、医薬品安全管理委員会に報告し、必要に応じ適応外使用申請を依頼する。 



 
 
 

 
・管理部門は未承認新規医薬品等（適応外使用も含む）の使用について、適応外使用医薬品について
は「適応外使用を行う医薬品のリスク分類表」より振り分けを行い、必要に応じ適応外使用申請を依頼
する。 
・医薬品安全管理責任者は、未承認等の医薬品に関しその使用状況の周知を行う。 

 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部薬剤科 医療監査部医薬品安全管理室付    ，職種 薬剤師   ）   

（所属：薬剤部薬剤科 医療監査部医薬品安全管理室付    ，職種 薬剤師   ）   

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関する規

程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内容：

インフォームド・コンセント分科会を定期的に開催し、テーマを決めて検証を行っている。検証結果で改善す

べき点が見受けられた診療科については、改善指摘文書を発行し、回答書の提出を求めている。また、ＩＣ

用紙の記載不備の点検結果を科別に集計し、診療科長会にて周知・指導を行っている他、今期は次の点に

ついて「診療記録等監査委員会」に報告し、診療科長会等で周知・指導を行っている。 

① 運用不備徹底および再周知 

・前回の病院機能評価にて指摘を受けた『具体的な診療行為別の同席基準』に対し、インフォームドコンセン

トのグレード分類別同席基準を作成した。 

・説明・同意書の同席率について定期的に調査を行い各部署へフィードバックした。また、多職種含めた同席

率向上のため、診療科長会にて継続的にアナウンスした。 

・昨年度の医療法第 25条第 3項立入りにて指摘を受けた、運用フローに明記されている「意思決定能力が

ない患者で代諾者がいる場合は同席必須」について、説明同意書の運用マニュアルへ追加した。 

・ACPにおける「IC」および「患者・家族の訴え」のタグの活用について、説明同意書の運用マニュアルの別

添として追加した。 

・医学的な意見に反して退院を強く希望する患者の記録について、病院倫理委員会へ審議依頼を行い、『対

応ポイント』作成となった。また、医療安全基本マニュアル、勤務医マニュアル、診療記録・情報管理規程

に追加となった旨、診療科長会にて周知した。 

・既存する説明同意書のフォーマットの見直しを行い、記載不備が多い同意書のチェック項目等、ひな形を

見直した他、同一医療行為に対する同意書の書式統合について、関係する部門と連携し改訂を行った。 



 
 
 

 

・診療記録のＩＣタイトル使用に際し、記載すべき内容・項目を網羅したテンプレートの作成を行い、診療科科

長会にて周知した。 

（再周知） 

・説明同意書の患者サイン欄空欄の状態で医療行為を実施した症例増加に伴い、患者に説明同意書を渡

す際は、署名及び次回持参についてアナウンスする旨を周知した。また、各職種が医療行為実施の際

に、スキャン確認だけでなく、記載漏れを防ぐよう署名確認も行うよう指導した。 

・「医療・ケアにおける説明と同意について」の病院 HP掲載に伴い、医師全員が統一した認識で診療を行う

よう、診療科長会にてアナウンスした。 

・スキャン漏れ防止と付箋による真正性･見読性の欠落防止について、看護部へ再周知した。 

 

②事例検証結果を基に該当診療科へ改善指摘 

・患者本人に意思決定能力がないが、代諾者がいる場合は、説明する医師以外のスタッフが必ず同席す

るよう指導した。 

 

③看護部への改善指摘事項 

・説明時に同席できなくても、後刻、補足説明や患者の理解度を確認した場合は、説明支援者欄に署名す

るよう指導した。 

 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

1. 診療録等の記載状況を日々確認（質的点検）し、記載不備の記録については、その都度記

載医に訂正を求めている。 

2. 診療記録検証分科会を定期的に開催し、１．の質的点検で抽出した問題事例の検証を行っ

ている。 

3. 事例検証結果について、今期は以下の内容を診療記録等監査委員会に報告し、該当部署

に指摘・改善・周知を求めた。 

① 診療記録の記載方法について、当院の規程に基づき記載するよう指導。 

② 臨床研修医の記録について、指導医は迅速に漏れなくカウンターサインと指導内容を記載

するよう指導。 



 
 
 

 

③ 説明内容について、説明または同席した医師は、「インフォーム・ドコンセント」のアイコンか

ら、テンプレートを用いて同席者・説明内容・患者の反応・理解度について経過記録に記載するよう

指導。 

④ 急変時「DNAR」という文言は使用せず、「ＥＯＬ」アイコンから、終末期患者の急変時対応方

法を具体的に記載するよう指導。 

⑤ 術中に合併症が発生した場合、手術記録の「術中合併症」欄に記載するよう指導。 

4. 事例検証の中で全科に共通する事項については、診療記録等監査委員会に報告し、医療

安全セミナー、診療科長会等において周知・指導を行った。 

①看護記録量的監査について結果を看護部へフィードバックした。 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（ 11 ）名、専任（ 1 ）名、兼任（ 10 ）名 

 うち医師：専従（ 1 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 8 ）名 

 うち薬剤師：専従（ 2 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 1 ）名 

 うち看護師：専従（ 3 ）名、専任（ 0 ）名、兼任（ 0 ）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

（1）医療安全管理委員会の運営に関すること 

  ①医療安全管理委員会の資料及び議事録の作成と保存 

  ②その他医療安全管理委員会の庶務に関すること 

（2）医療事故発生時の対応に関すること 

  ①事故等に関する診療録や看護記録等への記載が正確かつ十分になされていることの確認及び 

   必要な指導を行う 

  ②患者及び家族への説明など事故発生時の対応状況について確認及び必要な指導を行う 

  ③事故等の原因究明が適切に実施されていることを確認及び必要な指導を行う 

（3）安全管理のための職員に対する教育、研修の企画・運営に関すること 

（4）医療に係る安全確保を目的とした改善のための方策に関すること 

  ①インシデント及びアクシデント発生時における情報の収集と分析 

  ②事故予防策、再発予防策の立案・評価及び見直し 

（5）医療安全に係る連絡調整に関すること 

（6）その他医療安全対策の推進に関すること 

（7）医療安全に関する官公庁への届出及び報告に関すること 

（8）診療記録等の監査に関すること 

（9）医薬品安全管理委員会の運営に関すること 

（10）医療機器安全管理委員会の運営に関すること 

（11）高難度新規医療技術評価委員会の運営に関すること 

（12）未承認新規医薬品等評価委員会の運営に関すること 

（13）医療放射線安全管理委員会の運営に関すること 

（14）放射線治療品質管理室会議の運営に関すること 



 
 
 

 

 

※診療内容及び従事者の医療安全の認識についての平時からのモニタリングの具体例 

・予定手術開始前 1時間以内の予防的抗生剤投与割合 

・再手術率（48時間以内、術後 30日以内） 

・医原性気胸の発生率 

・術後合併症発生率 

・退院後緊急入院率（2週間・6週間・30日以内） 

・死亡退院患者率 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療に
係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識につ

いての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（ 6 件）、及び許可件数（ 5 件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医療技

術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

・診療科の長から申請のあった申請内容を確認し、高難度新規医療技術評価委員会へ当該高難度新

規医療技術の提供の適否、実施を認める条件等について意見を求める。 

・評価委員会が述べた意見を踏まえ、当該高難度新規医療技術の提供の適否等について決定し、 

 申請のあった診療科の長に対しその結果を通知する。 

・導入後、５症例程度の手術記録、診療録などの記載内容を当該科の長より報告を求める。 

・当該高難度新規医療技術が適正な手続きに基づいて提供されていたかどうかに関し、定期的に及び

術後に患者が死亡した場合、その他必要な場合には、診療録等の記載内容を確認する。 

・当該高難度新規医療技術が適正な手続きに基づいて提供されていたかどうか、従業者の遵守 

 状況の確認を行う。 

・医療安全管理委員会と連携する。 

・評価委員会に係る事務。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（ 35件）、及び許可件数（ 31件） 

（うち医薬品 25件、医療機器 10件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 



 
 
 

 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医薬品

等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無

（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

・未承認新規医薬品等を用いた医療の提供の適否を決定する部門を、医薬品は医薬品安全管理室、医療
機器は医療機器安全管理室とし、未承認新規医薬品等を用いた医療提供に関する業務を処理 

 する。 
・診療科の長は、当該診療科において未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合には， 

 あらかじめ，医薬品安全管理室または医療機器安全管理室に当該未承認新規医薬品等を用いた医 
 療の提供の申請を行う。 

・医薬品安全管理室または医療機器安全管理室は、診療科の長から申請のあった申請内容を確認す 
るとともに，未承認新規医薬品等評価委員会に対して，当該未承認新規医薬品等の使用の適否，使

用条件等について意見を求める。 
・医薬品安全管理室または医療機器安全管理室は、評価委員会が述べた意見を踏まえ、当該未承認 

 新規医薬品等の提供の適否等について決定し，申請を行った診療科の長に対しその結果を通知す 
 る。 
・医薬品安全管理室または医療機器安全管理室は、当該未承認新規医薬品等が適正な手続に基づい 

 て使用されていたかどうかに関し，定期的に診療録等の記載内容を確認する。 
・医薬品安全管理室または医療機器安全管理室は未承認新規医薬品等が適正な手続きに基づいて使 

 用されていたかどうか，従業者の遵守状況の確認を行う。 
・医薬品安全管理室または医療機器安全管理室は、未承認新規医薬品等の使用の適否等についての 

 結果、及び未承認新規医薬品等規程に定める事項の従業者の遵守状況を病院長に報告する。 

・医療安全管理委員会と連携する。 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 885 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になったものと

して特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実及び発生前

の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 201 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

①診療科からの報告状況の確認及び確認結果の管理者への報告 

②提出率を示し、報告状況が不十分な場合は、当該科の長を指導 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：慶応義塾大学病院 ）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：慶応義塾大学病院 ）・無） 

・技術的助言の実施状況 



 
 
 

 

●【助言の詳細】 

廃棄物の管理方法に関して、非鋭利物用の医療廃棄物容器はディスポーザブルではなく、容器の中身の

袋を取り出し運搬し、また、さらに袋を開いて鋭利物の混入がないか手作業で確認しているとの現状であっ

た。運搬時の周辺環境汚染のリスクや、作業者の感染や針刺しリスクがある。職業安全対策および感染管

理の視点から運用の見直しが必要である。 

●【助言への対応】 

 感染性廃棄物容器をダンボールへ変更し、感染性廃棄物を移し替えずに病棟から搬送業者へノンストッ

プで搬送できるように年間計画のもと随時変更している。 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

（患者相談窓口の設置状況) 
・設置年月日：昭和５４年４月１日 
・窓口の名称：総合相談室 
・相談に応じる時間帯：月曜日～金曜日9:00～15:00、土曜日(第1、第3、第5)9:00～12:00 
           （休診日を除く） 
・責任者職種：患者支援センター所長／医師 
・対応職員：患者支援センター総合相談室 社会福祉士 

 
（窓口の活動に関する患者への明示） 

・明示している場所：東海ホール 

  ・明示内容：活動の趣旨、設置場所、責任者、担当者、対応時間 
 
（窓口の活動に関する規約の整備状況） 
  ・規約の整備（平成１５年４月１日） 
 
（相談により患者や家族が不利益を受けないような適切な配慮） 

具体的な配慮の状況 
 ＊プライバシーの保護、匿名での相談及びご意見箱の設置（無記名での投書を可能としている） 
 
（窓口以外の苦情相談の受付方法） 
   ・電話、投書箱、インターネット相談の実施 

   ＊電話相談：総合相談室、当該部署で受けた内容を記録用紙あるいは任意の用紙に記載している 

 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

・医療法に基づく周知を求められた事項に関する e-learning を年 1回実施 



 
 
 

 

・医療安全の日セミナー／RM会 

 ＜内容＞ 

  令和 5年 4月 7日 「医療メディエーション～いつでも誰でもどこでもメディエーター～」 

令和 5年 5月 17日 「外来診療時の検査結果確認対策」 

令和 5年 7月 20日 「医薬品副作用被害救済制度について」 

令和 5年 11月 20日「せん妄と悪性症候群について」 

令和 5年 11月 20日 「2023年度医療安全に関する周知内容」 

令和 6年 1月 31日 「X線検査実施時の注意事項」 

 

 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1日の員

数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者の

ための研修の実施状況 

・研修の実施状況 

管理者：令和 5年度 特定機能病院管理者研修[継続]（令和 6年 1月 15日） 

医療安全管理責任者：令和 5年度 特定機能病院管理者研修[継続]（令和 5年 11月 20日） 

医薬品安全管理責任者：令和 5年度 特定機能病院管理者研修[初回]（令和 5年 12月 4日） 

医療機器安全管理責任者：令和 5年度 特定機能病院管理者研修[初回]（令和 6年 1月 9日） 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改善の

ために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

日本医療機能評価機構の病院機能評価・一般病院 3を受審し、2020年 3月 6日認定。 

（訪問審査実施日：2019年 10月 7日～10月 9日） 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

公表していない。 

 



 
 
 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

①高難度新規医療技術の承認後のモニタリングについて、「経過観察期間」のモニタリングに関 

する院内の規程および「高難度新規医療技術の手続き」の運用フローの見直しをした。これに 

より医療安全専従医師は、高難度新規医療技術の承認後の事例で個別に設定された経過観察 

期間に基づき診療録等を適宜確認し、「モニタリング実施記録」を作成している。 

 ②医薬品等適応外使用について、適応外使用を行う医薬品のリスク分類を行い、未承認新規医薬品等評

価委員会で審査し、病院としてその使用の適否を決定し記録に残している。適応外使用のモニタリン

グは、モニタリングシートを用い医薬品安全管理責任者に報告を行っている。 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 
 

 ・ 基準の主な内容 

(１) 日本国の医師免許を有する者 

(２) 医学教育，学術研究及び診療に関して高い見識を有する者 

(３) 本学の建学の精神に深く共鳴して，その具現を積極的に推進しようとする者 

(４) 医療安全確保のために必要な資質及び能力を有する者 

(５) 病院の管理運営に必要な資質及び能力を有する者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

東海大学医学部付属病院ホームページに掲載 
 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 特別の間係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための 

合議体の設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

①付属病院の事業計画の企画・立案に関する事項 

 ②付属病院の管理・運営に関する事項 

 ③付属病院の予算・決算に関する事項 

 ④付属病院の人事に関する事項 

 ⑤その他病院長が必要と判断した審議事項 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

診療科長会（構成員：医師;各診療科長等、看護師;看護単位責任者等、技術職員;各科長等、事務職員 他

）での周知報告により、全体周知を図っている。また、必要に応じて病院本部会議、医学部協議会、医学科教

授会等で報告するとともに、文書または、メール、Teams、Dr.JOY院内メッセージを活用し、周知を行っている

。 

 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 
委員長 

（○を付す） 
職種 役職 

渡辺 雅彦 ○ 医師 病院長、病院本部副本部長 

飯田 政弘 
 医師・役員 病院本部本部長、学校法人東海大学常

務理事 

原 義徳 
 事務職員 病院本部副本部長、副院長、病院運営企

画室長、事務部長 

小川 吉明 
 医師 副院長、病院本部(情報システム)本部長

補佐、診療情報部長 

浅井さとみ  医師 病院本部(感染対策)本部長補佐 

中川 儀英 
 医師 病院本部(医療危機管理)本部長補佐、診

療協力部長 

大上 研二  医師 副院長(筆頭) 

浅野浩一郎  医師 副院長 

鈴木 武志  医師 副院長、中央診療部長 

吉岡公一郎  医師 副院長、診療部長 

横田 弘子 
 看護師 副院長、看護部長、看護師ｷｬﾘｱ支援ｾﾝﾀ

ｰ所長 

小澤 秀樹  医師 臨床研修部長 



 
 
 

 
守田 誠司  医師 医療監査部長、高度救命救急ｾﾝﾀｰ所長 

新倉 直樹  医師 ｵﾝｺﾛｼﾞｰｾﾝﾀｰ所長 

石本 人士  医師 総合周産期母子医療ｾﾝﾀｰ所長 

山本 賢司  医師 患者支援ｾﾝﾀｰ所長 

竹下  啓  医師 治験・臨床研究ｾﾝﾀｰ所長 

下野 浩一  臨床検査技師 診療技術部長 

鈴木 優司  薬剤師 薬剤部長 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 

第３条 病院に病院長を置く。 

２ 病院長は、医療法第１０条の規定に則ったものであるとともに、人格が高潔で学識に優れ、

病院の管理・運営に関し識見を有するものとする。 

３ 病院長は、病院管理者として病院の業務を統括する。 

４ 病院長は、病院で行われる診療、教育及び研究について、その実施を許可し、実施状況に

ついて報告を求め、必要に応じて是正または停止を命ずることができる。 

５ 病院の管理・運営に関する重要事項を審議する機関として、病院運営会議を置き、病院長

が議長となり議事を取りまとめる。 

６ 病院長の選任及び任期については、「東海大学医学部付属病院機関における病院長及び

副院長の選任規程」の定めるところによる。 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

 
副院長（統括・医療安全担当） 
副院長（診療・渉外担当） 
副院長（診療協力・働き方改革担当） 
副院長（中央診療担当） 
副院長（病院経営・情報システム担当） 
副院長（看護・患者支援担当） 
副院長（事務担当） 

 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

病院部門 執行部研修会 
［開催時期］６月 
［研修内容］現在策定中である、今後の社会変容を鑑みた各付属病院の将来構想、医学部、病院部⾨

の中⻑期ビジョンの経過を教職員と共有し、将来構想へ反映させていくことを⽬指した研
修。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する 

監査委員会に関する状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

医療安全管理業務（以下の(1)～(6)）の実施状況について管理者から報告等を求め、その適切 

性を判断する。また、必要に応じて、是正措置を講じるよう、理事長及び管理者に対し、書面 

により意見を表明する。 

 

(1) 医療安全管理責任者の業務 

  (2) 医療安全管理部門の業務 

 (3) 医療安全管理委員会の業務 

  (4) 医薬品安全管理責任者の業務 

 (5) 医療機器安全管理責任者の業務 

  (6) その他医療安全管理業務に係る事項 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

当院ホームページに委員名簿、委員の選定理由を掲載。 

  議事録は監査委員会終了後に掲載。 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
選定理由 利害関係 

委員の要件 

該当状況 

長谷川 奉延 慶應義塾大学

医学部教授 小

児科学教室（医

師） 

〇 慶應義塾大学病

院医療安全管理

部長、医療安全管

理責任者を経験

し、医療安全管理

に長けている者。

また、医療安全や

質の向上を目的に

医療安全文化の

構築を推進する者 

有・無 1 



 
 
 

 
内嶋 順一 弁護士（神奈川

県弁護士会） 

 患者さん側の立場

に立った弁護をさ

れている者 

有・無 1 

 

山口 育子 認定 NPO 法人

ささえあい医療

人 権 ｾ ﾝ ﾀ ｰ

COML 理事長 

 患者と医療者の協

働の実現により医

療現場により良い

コミュニケーション

を築く活動をされ

ている者 

有・無 2 

石井 裕 伊勢原市保健

福祉部長 

 行政としての立場

及び一般の立場

の代表者 

有・無 2 

安田 聖栄 医療法人社団あ

んしん会四谷ﾒﾃ

ﾞｨｶﾙｷｭｰﾌﾞ理事

長（医師） 

（元東海大学医

学部教授，前東

海大学医学部

付属病院副院

長） 

 東海大学医学部

付属病院の医療

安全統括者を経験

し、医療安全管理

に長けている者 

有・無 1 

千野 修 東海大学医学

部付属東京病

院 

医療安全対策

室長（医師） 

 東海大学医学部

付属東京病院の

医療安全統括者

であり、医療安全

管理に長けている

者。また付属病院

機関の医療安全

に係る責任者の代

表者 

有・無 1 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が 
法令に適合することを確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

病院長が議長となり、病院の各種事業について審議・報告する「病院運営会議」に、 
各種の職種が出席することとなっており、相互牽制する体制を敷いている。 

 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 

病院を含む法人全体を担当する、以下の部署を設置している。 
業務の監督体制      ：監査室 
コンプライアンスに係る体制：学園法務室 

 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による 

業務の監督に係る体制の整備に係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 

病院外を含む法人全体の監督をする会議体として、定例理事会が開催されている。 
   理事には外部有識者を含み、メンバーは学校法人東海大学のホームページでも公開している。 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年 5 回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年 5 回 ） 
 

病院長は病院本部副本部長を務め、定例理事会には、 
病院部門事業を管理・統括する常務理事(病院本部本部長/前病院長)が、毎回参画している。 
上記は当該理事の参画状況。 

 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 

学校法人東海大学のホームページに掲載 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 
委員長 

（○を付す） 
利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 
 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に 

疑義が生じた場合等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 0 件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方策その

他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

  ・医療安全対策マニュアル／医療安全基本マニュアルに医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場

合等の情報提供を受け付ける窓口及び使用方法について掲載 

  ・医療安全・感染防止セミナー、RM会、e-learningで周知 

  ・医療安全ラウンドで確認し、理解が不十分な場合はその場で指導を行い、責任者宛にフィード 

バックしている。 

 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

  病院ホームページにおいて、病院の概要、理念、基本方針、取り組み、診療機能、診療実績 
 医師の専門性、各種講座・講演会等の情報発信を行っている。 
 
  また、近隣医療機関向けには、「診療案内」、「医療連携通信」等の冊子・チラシを配布、患者さん向け
には「けんこうさろん（季刊誌）」、医学小知識（毎月2回）」を定期発行している。 

 
  院内の掲示板にも「病院の理念」、「基本方針」を明示している。 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

【他職種にて構成するチーム医療の体制について】 

栄養サポートチーム・呼吸ケアチーム・緩和ケアチーム・褥瘡対策チーム・ハートチームなどが定期的

に回診を行い、診療科・職種の枠を超え、患者のケアにあたっている。 

 また、口腔機能管理が必要な患者に対して、手術を実施する診療科と口腔外科が医科・歯科連携を行

い、周術期等口腔機能管理を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 


